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記録的な豪雪となった平成２４年度は、累積降雪量※1 で平年値※2 の６７９cm を大き

く上回る７７０cm を記録し、最大積雪深※3 では平成２５年２月２５日に観測史上最高

の１５３㎝を記録するなど、市民生活をはじめ地域産業にも大きな影響を与えました。 

これを契機に、安全・安心な道路交通の確保のみならず、市民と行政の協働といった  

ソフト面も含めた、克雪（積雪に関する諸問題を克服すること）・利雪（雪を資源として

有効に活用すること）・親雪（雪に親しむこと）による総合的な雪対策を目指し、平成  

２６年 3 月に「弘前市雪対策総合プラン」の策定により、一歩進んだ雪との共生を進め

ました。 

こうした雪対策を進めるなかで、将来にわたる持続可能な雪対策の体制づくりを進め

る必要性から、「安心で暮らしやすく、地域と協働で支える元気なまちづくり」を基本方

針として、令和２年６月に「弘前市雪対策総合プラン」を改訂しました。 

令和２年度からこれまでの４年間において、地域内で互いに支えあう除排雪活動への

支援など、協働による雪対策の推進を図ってきましたが、進行する町会加入率の低下や、

将来的な雪処理の担い手不足、冬の気象の変化や、物価高騰に伴う除排雪経費の増加な

どの課題に対応するため、本プランでは、「市民や地域力を結集した協働による持続可能

な雪対策の実現」を基本方針として掲げ、行政による道路除排雪事業に加え、着実な広

がりを見せる協働による雪対策の推進や、進歩する最新技術の活用について検討し、将

来にわたり持続可能な除排雪体制の構築を図るとともに、先人達より受け継いできた雪

国生活の経験や知恵に、新たな概念や技術を融合し、市民・事業者・行政が一体となっ

た効果的できめ細やかな雪対策の実現を目指します。 

 

 

※1 累積降雪量：期間中の降雪の深さを合計したもの。 

※2 平 年 値：連続する 30 年間について算出した累年平均値を示し、10 年ごとに更新されたもの。

現在の値は 1991～2020 年の資料から算出された 2020 年平年値となる。 

※3 最大積雪深：積もった雪の深さのうち、期間中に記録した最大の深さを示したもの。  

 １－１．弘前市雪対策総合プラン策定の背景と改訂の趣旨 
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〇計画の位置付け 

「弘前市雪対策総合プラン（以下、「プラン」という。）」は、本市のまちづくりの方向

性を示す総合計画である「弘前市総合計画」を上位計画とし、その分野別計画のひとつ

として整合を図りながら定めた雪対策の実施計画です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇計画期間 

 

 
弘前市総合計画 

［2019 年度～2026 年度］ 

 
弘前市雪対策総合プラン 分野別政策のひとつである雪対策の実施計画 

 １－２．計画の位置付け及び計画期間 
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本市は豪雪地帯対策特別措置法において、全域が豪雪地帯（旧相馬村地域は特別豪雪 

地帯）の指定を受けており、雪による障害に加え、進行する社会構造の変化により、   

地域を取り巻く環境はより厳しさを増しています。 

改訂するプランについては、こうした変化へも対応する雪対策の展開を目指し、国が

推進する豪雪地帯対策との連携を図るべく、豪雪地帯対策基本計画で掲げる７つの重点

事項をもとに、本市の地域特性に則した内容となるよう改訂を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典）国土交通省「豪雪地帯と特別豪雪地帯」 

 

  

豪雪地帯対策基本計画は、豪雪地帯対策特別措置法（昭和 37年法律第 73号）により、豪雪 

地帯における雪害の防除などの施策の基本となるべき計画として国が定める計画です。 

昭和 39年の策定以来、これまで 5度の変更が行われており、近年の豪雪地帯をとりまく課題 

への対応を踏まえ、令和４年１２月９日に基本計画の変更が閣議決定されました。 
 

 豪雪地帯対策基本計画(令和４年１２月) ～豪雪地帯に関する７つの重点事項～  

（１）交通・通信等の確保に関する事項 

（２）農林業等地域産業の振興に関する事項 

（３）生活環境施設等の整備に関する事項 

（４）国土保全施設の整備及び環境保全に関する事項 

（５）除排雪の担い手の確保及び除排雪体制の整備の促進に関する事項 

（６）親雪及び利雪による個性豊かな地域づくりに関する事項 

（７）雪氷に関する調査研究の総合的な推進及び気象業務の整備・強化に関する事項 

 １－３．豪雪地帯対策基本計画とプランの改訂 

豪雪地帯対策基本計画とは？ 

第１章 弘前市雪対策総合プランの改訂 
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旧プランの取組に係る目標や施策、評価及び分析を実施

し、令和４年１１月に開催された「令和４年度第１回弘前市

雪対策懇談会」において、委員より意見を頂きました。 

 

 

 

（意見抜粋） 

・ 弘前市社会福祉協議会で実施している除雪支援事業の市による補助金が増額となり、支援する側

にとって良い改革だと考えているが、除雪支援の回数を考慮するとまだまだ負担が大きく、満足

できる額となっていない。 

・ どこの町会でも除雪困難者が増えている。この対応については基本的に町会で対応すべきと考え 

るが、町会役員も高齢化しており対応が難しくなりつつある。 

・ 除雪支援事業の課題として、地域でボランティアを行う除雪の担い手が、高齢化や地域コミュニ  

ティーの希薄化により、年々不足してきている。また、実施している地区数は、全２６地区に対

し高い割合で実施しているが、細分化し町会単位になると全町会数の５０％しか実施していない。 

・ 大学生による除雪ボランティア活動について、全体の学生数は多いがボランティアに参加する学

生が少ないのが課題である。しかし、様々あるボランティアの中でも、除雪ボランティアは延べ

５０人から６０人参加しており、比較的参加しやすいボランティアであると認識していることか

ら、早めに案内を出すなどの対応により参加人数の増加も可能と考えている。 

・ 冬季の街歩き観光について、令和３年の１２月と令和４年の１月で県内外の観光客が９件４０名

参加しており、冬季の歩道の状況に対する苦情は無かった。今後、継続して冬季における歩道及

び車道の利便性向上に努めてもらいたい。 

・ 弘前市雪対策懇談会で知ったが、ボランティア活動や小型除雪機貸出など良い取組がたくさんあ

る。しかし、これらの事業を周囲で知っている人がいないことから、もっとアピールするべきだ

と考える。 

・ 冬期間の通勤通学による交通渋滞の発生について、当所(商工会議所)の職員４名が、令和４年 

２月に３０分の時差出勤を行い協力した。引き続き実施していきたいと思っている。 

 

 

施策への様々な意見をプランの改訂における方針決定の参考としました。 

（資料編に個別施策の評価について掲載）  

 １－４．これまでの取組と評価 
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プランの改訂にあたっては、市民感覚・市民目線を施策に反映するため、「弘前市雪対

策懇談会」において、雪対策に関する意見交換を実施したほか、市民アンケートやパブ

リックコメントを実施し、市民参加によるプラン改訂を行いました。 

 

（1）弘前市雪対策懇談会 

 雪対策の市民ニーズや官民協働による

機運の醸成を図るとともに、実効性の高い

具体的な取組の掘り起こしを目的として、

さまざまな分野を専門にする委員と多種

多様な意見交換を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

（2）市民アンケート 

 令和２年度から令和４年度までの取組についての評価や、市民を対象とし、冬の暮ら

しにおける道路状況や、雪対策への意識などについてアンケート調査を実施しました。 

※市民アンケート結果は資料編－資 1～参照 

 

（3）パブリックコメント 

 「弘前市雪対策懇談会」や市民アンケート結果を踏まえて作成したプランに対する意

見を募集するため、令和 6 年５月１日から５月３１日の間、パブリックコメントを実施

しました。期間中、寄せられたご意見はありませんでした。 

 

 １－５．市民参加によるプランの改訂 

第１章 弘前市雪対策総合プランの改訂 

■有識者［コーディネーター］

雪対策（ソフト面）：弘前学院大学　社会福祉学部　教授　高橋 和幸

雪対策（ハード面）：北海道科学大学　工学部　教授　大竹 秀雄

■委員［各団体の代表者］

分 野

市民

市民

市民

福祉

福祉

福祉

観光

経済

交通

交通

教育

除排雪

除排雪

団

体

（

１

３

団

体

等

）

団 体 等 名 称

弘前市町会連合会

弘前市老人クラブ連合会

弘前地区女性会

社会福祉法人弘前市社会福祉協議会

弘前市民生委員児童委員協議会

弘前大学地域創生本部ボランティアセンター

公益社団法人弘前観光コンベンション協会

弘前商工会議所

青森県タクシー協会弘前支部

弘南バス株式会社

弘前市連合父母と教師の会

弘前市建設業協会

弘前市流雪溝利用管理組合連絡協議会
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持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals（以下、SDGs））は、平成 27

年 9 月に国連サミットで採択された、持続可能な世界を実現するための 17 のゴール、

169 のターゲットから構成された、2030 年までの国際開発目標です。 

本市は、令和５年に国から選定を受けた「SDGs 未来都市」 として、あらゆる施策に

おいて SDGs を意識して取り組み、環境・経済・社会的課題の統合的解決を図ることで、

新たな価値やにぎわいを創出し続ける持続可能な都市を目指しています。 

これらを踏まえ、プランにおいても、「市民や地域力を結集した協働による持続可能な

雪対策の実現」を基本方針として掲げており、SDGs の理念をもとに各施策を推進して

いきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第１章 弘前市雪対策総合プランの改訂  

 １－６．持続可能な開発目標（SDGs）とプランの取組 
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（１）観測データから見る本市の冬 

本市は豪雪地帯対策特別措置法において、全域が豪雪地帯（旧相馬村地域は特別豪雪

地帯)の指定を受けている降雪の多い地域であり、シーズンあたりの平年値(３０年値)で、

累積降雪量は６７９cm、最大積雪深は８８cm となっています。 

この値は、全域を特別豪雪地帯に指定されている青森市や、全国の特別豪雪地帯並み

の降雪量を示しており、平均気温も低い値で推移することから、本市の冬は雪が多い  

うえに寒く、非常に厳しい冬であることを示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典）気象データ:気象庁「過去の気象データ検索」、人口:「国土地理協会 2022 年 4 月調査値」 

  

 2－１．本市の冬の気象 

第２章 本市の現状と課題 

12月 1月 2月 3月 ｼｰｽﾞﾝ平均

札幌市 1,958,694 479 97 -0.9 -3.2 -2.7 1.1 -1.4

帯広市 164,349 198 71 -3.8 -6.9 -5.7 -0.4 -4.2

旭川市 326,057 557 89 -4.2 -7.0 -6.0 -1.4 -4.7

函館市 246,256 306 45 -0.1 -2.4 -1.8 1.9 -0.6

網走市 33,277 312 63 -2.4 -5.1 -5.4 -1.3 -3.6

弘前市 164,831 679 88 0.8 -1.5 -1.0 2.3 0.2

青森市 272,752 567 101 1.4 0.9 0.4 2.8 1.4

五所川原市 52,104 543 80 1.3 -1.1 -0.7 2.5 0.5

鰺ヶ沢町 9,156 412 54 2.1 -0.2 0.1 3.0 1.3

深浦町 7,421 226 38 2.4 0.0 0.3 3.2 1.5

平川市(碇ヶ関) 30,336 621 94 -0.6 -3.0 -2.4 1.0 -1.3

むつ市 54,364 365 60 1.2 -1.2 -0.9 2.3 0.4

十和田市 59,201 395 52 0.6 -1.7 -1.3 2.2 -0.1

八戸市 222,173 134 27 1.7 -0.7 -0.2 3.1 1.0

三戸町 9,353 367 52 0.6 -1.8 -1.2 2.4 0.0

大間町 4,912 208 31 2.2 0.0 0.2 3.1 1.4

秋田市 301,573 273 37 2.8 0.4 0.8 4.0 2.0

能代市 50,012 337 39 2.6 0.2 0.6 3.6 1.8

横手市 85,253 793 119 1.1 -1.3 -0.8 2.4 0.4

盛岡市 284,044 209 36 0.8 -1.6 -0.9 2.6 0.2

北上市 92,181 340 37 1.5 -0.9 -0.1 3.4 1.0

宮城県 仙台市 1,062,285 59 16 4.5 2.0 2.4 5.5 3.6

福島市 271,798 122 26 4.3 1.9 2.5 5.9 3.7

会津若松市 114,639 328 59 2.2 -0.3 0.1 3.7 1.4

山形市 240,990 285 51 2.4 -0.1 0.4 4.0 1.7

尾花沢市 14,742 948 153 1.3 -1.0 -0.7 2.1 0.4

新庄市 33,756 637 128 1.5 -0.8 -0.5 2.4 0.7

新潟市 776,468 139 32 5.3 2.5 3.1 6.2 4.3

湯沢町 7,960 1054 208 2.3 -0.4 -0.1 3.0 1.2
新潟県

出典）気象データ：気象庁『過去の気象データ検索』、人口：『国土地理協会2022年4月調査値』

北海道

青森県

秋田県

岩手県

福島県

山形県

○冬の雪・気温に係る市町村データ一覧（平年値）

都道府県・市町村
人口

(人)

累積降雪量

(cm)

最大積雪深

(cm)

平均気温(℃）

:人口15万人以上の市町村
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（２）気象状況の変化 

本市における令和４年度の累積降雪量は４８３㎝と、平年値６７９cm の 7 割程度に

留まりましたが、最大積雪深では１月から３月まで３カ月連続で月別平年値を上回り、

なかでも、２月はシーズン最大となる１２０㎝を記録し、８年ぶりに「弘前市豪雪対策

本部」が設置されるほどの大雪に見舞われました。 

近年は降雪態様の変化に加え、気温についても急激な寒暖を繰り返すなど、従来とは

異なる気象傾向にあり、雪対策にとって大きな課題となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２章 本市の現状と課題 

※地域気象観測システム（弘前）の観測値により作成 

※地域気象観測システム（弘前）の観測値により作成 
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〇一般除雪について 

本市では冬期間の道路交通の確保を目的に、降雪への 

対応として一般除雪※4 を実施しています。 

 本市全域に雪が降った場合、一晩で行う除雪の総距離は

約 1,000 ㎞となり、渋滞や交通事故を避けるため、夜間の

限られた時間内に作業を終わらせる必要があることから、

道路上に積もった雪を除雪ドーザ等で道路脇にかき分ける

作業を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

〇一般除雪で発生する寄せ雪と要望 

 本市では、一般除雪（雪のかき分け作業）により発生する住宅間口への寄せ雪処理を、

市民の皆さんにお願いしております。この寄せ雪は固く締まって非常に重く、その処理

については、市民の冬の生活における共通課題となっています。 

 市の除排雪作業に寄せられた１０年間（平成２５年

度～令和４年度）の要望件数を平均すると２,３１５件

となり、内容について分類すると、「一般除雪に関する

要望」が約 52％と大半を占め、このうち約 40％が、

間口の寄せ雪に対する要望を含む「除雪粗末・片寄り」

となっています。この結果は、一般除雪に関する寄せ

雪の処理が、市民生活に直結する課題であることを示

しています。 

 

※４一般除雪：除雪機械により道路脇に雪をかき分ける作業。 

※５拡幅除雪：ロータリ除雪車により路肩に雪を積み上げて道路幅員を確保する作業。 

※６運搬排雪：道路幅員の確保が困難な場合に、ダンプトラックにより雪を搬出する作業。 

 2－２．行政による雪対策 

一般除雪のほか 

必要に応じて 

拡幅除雪※6 や運搬排雪※7 等を実施しています。 

出典）市 道路維持課 要望件数 

第２章 本市の現状と課題 

【一晩で行う除雪距離】 

【一晩除雪イメージ(雪のかき分け作業】 
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本市の総人口は、平成７年の１９万４,１９７人をピークに減少が続き、令和２年は   

１６万８,４６６人となって現在も減少傾向にあります。 

また、本市の令和２年の老年人口割合は３２.４％と全国平均である２８.７％を上回

っています。 

 こうした社会構造の変化は、本市の雪対策にも大きな影響を与えています。 

出典）市 広聴広報課【2023 年度版 弘前市統計ハンドブックより抜粋】 

 

 ２－３．人口減少、高齢化の進行 

第２章 本市の現状と課題 
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 本市の町会加入率は平成元年度の９３.８%から令和５年度には７２.１％まで低下し

ています。 
 

 
出典）市 市民協働課【町会加入状況等一覧表】 

 

こうした状況のもと、町会に対するアンケートでは、「町会の継続について約７３％が

不安を感じている」と回答しており、町会活動の担い手不足という課題も顕在化してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典）市 市民協働課【町会に関するアンケート報告書令和 3 年２月より抜粋】 

 ２－４．町会活動の現状 

第２章 本市の現状と課題 
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 本市における建設業の就業者数は年々減少傾向にあり、特に２９歳以下の若年者の 

就業者数は平成１７年から令和２年にかけて、１,０５７人から約５２%減少し５０６人 

となっています。就業者全体に占める割合も１５%から１０%へ低下しています。 

 一方で、６０歳以上の就業者数は、平成１７年から令和２年にかけて、９２８人から

１,５２１人へと約６４%増加し、就業者全体に占める割合も１３%から３０%へ上昇し

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和４年度除排雪業務の受注者アンケート

では、除排雪作業を実施したオペレーターのう

ち、５０代から６０代の占める割合が約３１％

と最も高く、これに６０代以上が占める割合を

加えると、全オペレーターの約４６％が５０代

以上となり、高齢化が進行している現状を示す

結果となりました。                      

建設業従事者の減少・高齢化は、除排雪体制

を担う除雪オペレーター不足に直結しており、

大きな課題となっています。 

 ２－５．建設業の動向 

出典）市 道路維持課 

「令和４年度除排雪業務受注者アンケート」 

第２章 本市の現状と課題 

出典）総務省統計局「国勢調査」 
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弘前市社会福祉協議会では、高齢や障がいなどで自ら除雪

を行うのが困難な世帯を対象に、地域福祉活動の一環として、

地域住民の助け合いによる「除雪支援事業（ボランティア除

雪）」を実施しており、市はこの事業に対して費用の一部を助

成しています。 

 本市の地区社会福祉協議会は２６地区あり、令和４年度は

全地区で事業が実施されましたが、地域住民ボランティアの

高齢化と減少が進んでいます。 

今後増加が予想される支援ニーズに応えるためには、新た

な地域住民ボランティアの確保が課題となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典）市 福祉総務課 【除雪支援事業実績】 

  

 ２－６．除雪支援事業の現状 

第２章 本市の現状と課題 
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 本市の財政規模は令和４年度決算額で約８７８億円となっており、そのうち、土木費

全体で約７８億円、うち除排雪経費は約１８.５億円です。シーズンあたりの除排雪経費

は１０年平均値で約１３.８億円の予算を投じています。 

 除排雪経費については、シーズンの気象状況に大きく左右されますが、２０１１年 

（東日本大震災）以降、労務単価や資材、油脂関連等の物価高が継続しており、特に 

近年の大幅な物価高騰の影響から、除排雪作業の単価も上昇しています。 

 これに加え、近年は気温の寒暖差が大きく、局所的な集中降雪が増加傾向にあること

から、道路の適正管理に多くの予算を必要としています。 

 

出典）【気象データ：気象庁、除排雪経費：市 道路維持課】 

 

 

 ２－７．除排雪経費の動向 

第２章 本市の現状と課題 
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少子高齢化等の社会現象の進行により、雪対策においても除排雪体制維持の対策が急

務となっています。 

こうした状況において、冬期における安全・安心な暮らしの実現には、市民･事業者･

行政が連携した除排雪体制の構築を進める必要があります。 

本プランでは『市民や地域力を結集した協働による持続可能な雪対策の実現』を基本

方針として掲げ、行政による根幹施策である道路除排雪の効率化を進めるとともに、持

続可能な除排雪体制の構築を目指し、これまで進めてきた協働による雪対策のさらなる

推進を図りながら、人口減少や超高齢社会にも対応した雪対策を展開します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『市民や地域力を結集した協働による持続可能な雪対策の実現』 

 ３－１．雪対策の基本方針 

【雪対策連携プロジェクトキックオフミーティング】 【次世代型共助事業による町会の雪処理活動】 

【協定締結式(次世代型共助事業)】 【除雪ボランティア活動】 

第３章 雪対策の基本方針と施策展開 
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上位計画である「弘前市総合計画」との整合性を図りながら、国の豪雪地帯対策基本

計画における７つの重点事項をもとに、地域に則する事項から目標を設定し施策を展開

します。 

 

  

基本方針 豪雪地帯に関する７つの重点事項 目　　標

１ 交通、通信等の確保に関する事項 道路交通の確保

２ 農林業等地域産業の振興に関する事項 農業生産者への支援

雪に親しむ

除雪支援体制の拡充

居住環境の向上

情報発信の拡充

４ 国土保全施設の整備及び環境保全に関

する事項
緊急時の迅速な対応

除排雪体制の確保

協働による雪対策

６ 親雪及び利雪による個性豊かな地域づ

くりに関する事項
雪資源の活用

７ 雪氷に関する調査研究の総合的な推進

及び気象業務の整備・強化に関する事項
大学と連携した調査研究

３ 生活環境施設等の整備に関する事項

５ 除排雪の担い手の確保及び除排雪体制

の整備の促進に関する事項

【プラン体系概要図】

「

市

民

や

地

域

力

を

結

集

し

た

　

協

働

に

よ

る

持

続

可

能

な

雪

対

策

の

実

現

」

 ３－2．施策展開 

第３章 雪対策の基本方針と施策展開  
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〇道路交通の確保 

冬期間における道路交通の確保は、市民生活や経済活動に直結することから、関係機関と

の連絡調整を図りながら、効率的かつ効果的な除排雪作業を実施するほか、町会との連携や、

道路融雪施設の管理、公共交通の利用を促進し、冬期の円滑な道路交通の確保を目指します。 

 

 

〇農業生産者への支援 

豪雪地帯対策基本計画では、雪害対策として、「農業や農業施設に接する農道の円滑な除排

雪の促進に努める」としており、本市の地域特性であるりんご園地への農道除雪に関する 

施策を実施します。 

 

 

〇雪に親しむ 

学校教育における親雪やスキー教室等への支援により、雪に親しみ、雪に関する意識の 

高揚を図るための教育及び人材育成を推進します。 

〇除雪支援体制の拡充 

少子高齢化等の社会構造の変化は、自ら寄せ雪を処理できない除雪困難者の増加や支援す

る側(担い手)の減少にも影響しており、除雪支援事業への助成を行いながら体制維持につい

て検討します。 

〇居住環境の向上 

 高齢化の進行を踏まえ、雪に強い居住環境の整備に向けた取組を促進するとともに、空き

家に係る除排雪等の管理の確保に取り組みます。 

〇情報発信の拡充 

市民が必要とする雪対策に関する情報について把握し、丁寧な情報発信に取り組みます。 

 

  

 ３－３．重点事項と各目標 

1.交通、通信等の確保に関する事項 

２．農林業等地域産業の振興に関する事項 

３．生活環境施設等の整備に関する事項 

第３章 雪対策の基本方針と施策展開 
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〇緊急時の迅速な対応 

広域的な関係機関との連携を図りながら、緊急時に備えた仕組みづくりを構築し、迅速な

対応に向けた態勢確保に努めます。 

 

 

〇除排雪体制の確保 

 将来的な雪処理の担い手不足は大きな課題であり、最新技術の活用による省力化や、除雪

オペレーターの育成に関する支援を行い、持続可能な除排雪体制の確保に取り組みます。 

〇協働による雪対策 

 行政による雪対策だけでは限界があり、きめ細かい雪対策の実現には市民参加が不可欠で

あることから、協働による雪対策への支援を拡充し、市民主体で互いに支えあえる体制づく

りを目指します。 

 

 

〇雪資源の活用 

親雪・利雪の観点から、雪に親しむイベントやウインタースポーツの普及を推進し、地域

活性化や市民交流による地域振興を図るほか、雪冷熱エネルギーを活用した取組を継続しま

す。 

 

 

〇大学と連携した調査研究 

雪氷に関する実証研究や、大学と共同で進めている調査研究について、協力関係を継続し

ながら推進します。  

４．国土保全施設の整備及び環境保全に関する事項 

５．除排雪の担い手の確保及び除排雪体制の整備の促進に関する事項 

６．親雪及び利雪による個性豊かな地域づくりに関する事項 

７．雪氷に関する調査研究の総合的な推進及び気象業務の整備・強化に関する事項 

第３章 雪対策の基本方針と施策展開  
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【プラン体系詳細図】 

   

居住環境の向上
施策15 雪に強い住環境の推進

建築指導課
施策16 空き家の適正管理等の促進

情報発信の拡充 施策17 市民にとってわかりやすい情報発信の改善 道路維持課

除雪支援体制の拡充 施策14
弘前市社会福祉協議会による除雪支援事業への

助成
福祉総務課

施策12 スキー教室への支援 スポーツ振興課
雪に親しむ

施策11 学校教育における親雪・遊雪 学校指導課

施策13 雪かきによる健康増進 健康増進課

施策10 農道等の除雪作業への支援 農村整備課

〔目　標〕 〔施策〕 〔主担当課〕

農業生産者への支援
施策8 農道除雪の窓口の一本化 農村整備課

施策9 幹線農道における除雪 農村整備課

施策6

〔目　標〕 〔施策〕 〔主担当課〕

防雪柵の管理 道路維持課

施策7

道路融雪施設の管理 道路維持課

施策4 町会と連携した除排雪 道路維持課

施策5

施策3 交差点箇所における除排雪対応 道路維持課

冬期における公共交通利用の推進 地域交通課

施策2 地域特性を踏まえた除排雪対応 道路維持課
道路交通の確保

施策1 冬期の円滑な道路交通の確保 道路維持課

〔目　標〕 〔施策〕 〔主担当課〕

１ 交通、通信等の確保に関する事項

２ 農林業等地域産業の振興に関する事項

３ 生活環境施設等の整備に関する事項

 ４－１．プラン体系詳細図 

第４章 個別施策 
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施策35 雪冷熱エネルギーの活用

〔目　標〕 〔施策〕

大学と連携した調査研究 施策36 大学との共同研究 道路維持課

岩木総合支所総務課

〔目　標〕 〔施策〕 〔主担当課〕

〔主担当課〕

雪資源の活用
施策33 冬季観光の推進 観光課

スポーツ振興課施策34 冬季スポーツの普及促進と地域活性化

施策31 学生ボランティア活動への支援 道路維持課

施策32 除雪ボランティアの確保・育成 市民協働課

学校整備課

施策30 屋根の雪下ろし転落防止用器具の貸出 市民協働課

施策29 学校校庭等の雪置き場としての活用

施策28 融雪装置設置の支援 道路維持課

施策25 町会における雪置き場開設の支援 道路維持課

施策26 市が除雪を行わない生活道路の除雪活動への支援 道路維持課

施策27 町会等への小型除雪機の貸出 道路維持課

施策24 市民の発案･町会等との連携による雪対策の推進 道路維持課

協働による雪対策
施策22 地域共助による雪対策の創出 道路維持課

施策23 地域共助による除排雪活動への支援 道路維持課

持続可能な除排雪体制の構築 道路維持課

施策21 市による直営除雪体制の維持 道路維持課

〔目　標〕 〔施策〕 〔主担当課〕

除排雪体制の確保
施策20

施策19 迅速な情報収集体制と市民の安全の確保 防災課
緊急時の迅速な対応

施策18

〔目　標〕 〔施策〕 〔主担当課〕

広域的な関係機関との連携 防災課

４ 国土保全施設の整備及び環境保全に関する事項

５ 除排雪の担い手の確保及び除排雪体制の整備の促進に関する事項

６ 親雪及び利雪による個性豊かな地域づくりに関する事項

７ 雪氷に関する調査研究の総合的な推進及び気象業務の整備・強化に関する事項

第４章 個別施策 
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 目標：道路交通の確保   

施策１ 冬期の円滑な道路交通の確保 

弘前市道路除排雪計画書に基づいた作業を実施し、冬期の円滑な道路交通や良好な 

市民生活を確保します。（道路除排雪業務） 

・除雪機械で道路脇に雪をかき分ける一般除雪。 

・小型除雪機などにより路肩や堆雪帯へ雪を積み上げる歩道除雪。 

・一般除雪による道路幅員の確保が困難な場合に、ロータリ除雪車により路肩に雪を

積み上げる拡幅除雪。 

・一般除雪や拡幅除雪による道路幅員の確保が困難な場合にダンプトラックにより雪

を搬出する運搬排雪。 

・除雪機械の進入ができないため、小型のショベルと小型のダンプで運搬排雪を行う

小路除排雪。 

・一般除雪の後にロータリ除雪車による拡幅除雪を並行して行う追従除雪。 

・路面凍結によるスリップ事故の防止と交通渋滞の緩和、歩行者の安全な横断を確保

するための凍結抑制剤散布。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◯主な内容 

・除雪機械で道路脇に雪をかき分ける一般除雪。 

・小型除雪機などにより路肩や堆雪帯へ雪を積み上げる歩道除雪。 

・一般除雪による道路幅員の確保が困難な場合に、ロータリ除雪車により路肩に

雪を積み上げる拡幅除雪。 

・一般除雪や拡幅除雪による道路幅員の確保が困難な場合にダンプトラックによ

り雪を搬出する運搬排雪。 

・除雪機械の進入ができないため、小型のショベルと小型のダンプで運搬排雪を

行う小路除排雪。 

・一般除雪の後にロータリ除雪車による拡幅除雪を並行して行う追従除雪。 

・路面凍結によるスリップ事故の防止と交通渋滞の緩和確保するための凍結抑制

剤散布。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４－２．個別施策 

【運搬排雪状況】 

 

【路面整正状況】 

 

第４章 個別施策 

 １ 交通、通信等の確保に関する事項 
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施策２ 地域特性を踏まえた除排雪対応 

 本市の平野部と山間部では、降雪量に大きな差があるほか、人口密集地域内において

も降雪量に差があります。 

 各地区における降雪量を把握し、作業計画に反映することで、地域特性を踏まえた  

除排雪作業の実現を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯主な内容 

・各地区の降雪データの観測については、ICT 技術を活用した雪量観測を実施し、

無人化による省力化についても検証を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【雪量観測センサーによる観測状況】 

 

【雪量観測センサー】 

 

第４章 個別施策 

【雪量観測センサーによる観測データの出力状況】 
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施策３ 交差点箇所における除排雪対応 

冬期間の交差点には除雪による雪が高く積み上が 

り、車両や歩行者の死角となります。 

特に歩道を有する道路では、歩道と車道の除雪に 

より急激に高く積み上がることから、重点管理箇所 

として対応強化を図ります。 

また、市の除排雪路線には国道や県道との交差点も存在し、道路管理者によって管理

基準も異なることから、国、県との連携を図り、それぞれの交差点ごとの適切な対応を

実施します。 

 

 

 

 

施策４ 町会と連携した除排雪 

冬のシーズン前に、地区町会連合会ごとに道路除排雪計画に 

ついての説明会を開催し、町会との連携強化を図ります。 

説明会には各町会長をはじめ、除排雪担当業者も出席し、除排 

雪に関する注意箇所やマナーなどについて確認するなど、きめ細 

かい除排雪の実現に向けた話し合いを行います。 

 

 

 

 

 

◯主な内容 

・交通状況を踏まえた路線特性を把握した交差点の適正管理 

・国、県、市の道路管理者間による除排雪の連携 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４章 個別施策 
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【歩道融雪稼働状況(弘前駅前地区）】 

 

【防雪柵）】 

 

 

 

施策５ 防雪柵の管理 

冬期における交通障害の原因となる､吹雪による道路上の 

視界不良や吹き溜まりの防止を図り、歩行者と車両通行の 

安全を確保します。 

 

施策６ 道路融雪施設の管理 

道路融雪施設等の良好な稼働を目指し、施設の修繕計画 

に基づいた計画的な修繕を行うことで、雪国における安全 

安心な通行を確保します。 

（道路融雪施設等修繕事業） 

 

施策７ 冬期における公共交通利用の推進  

冬期の通勤・通学において、送迎などの自家用車を使用 

する割合が多くなり、交通渋滞による市民生活への影響が 

懸念されるため、公共交通の利用を推進し、交通渋滞の緩 

和を図るとともに、定時運行の確保による地域公共交通の 

利便性向上に取り組みます。 

 

 

 

 

 

◯主な内容 

・交通渋滞緩和のほか、環境負荷の低減や健康増進等の分野への貢献も視野に、公共

交通の利用や時差出勤の実施を広く推奨します。 

・ICT 等の活用による公共交通の利便増進に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

第４章 個別施策 



  

25 

 

◯主な内容 

・「農業ひろさき」などを活用して、農道等の除雪に関する支援

制度を周知しながら、その他の支援制度についても広報し、

活用を促すことで農業振興を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【農業ひろさき】 

 

 

 

 農業生産者への支援  

施策８ 農道除雪の窓口の一本化 

農道の除雪に関する問い合わせについて、農林部農村整備課 

が窓口として随時受付け、窓口の一本化を図ります。 

 

 

施策９ 幹線農道における除雪 

りんご樹を管理し、生産性を確保するためには、適正 

時期の剪定や肥培管理のほか、雪害（りんご樹の枝折れ 

など）への対策が必要となります。しかし、樹園地内へ 

至る農道等は、雪により冬期間閉鎖していることから、 

２月下旬頃から３月下旬頃にかけて機械による除雪を行 

います。 

 

施策１０ 農道等の除雪作業への支援 

市が除雪作業を行わない農道等の除雪を行う団体（農業協同組合や共同施行者等）  

に対して、その経費の一部を補助します。 

 

 

 

 

 

 

第４章 個別施策 

 ２ 農林業等地域産業の振興に関する事項 
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 雪に親しむ  

施策１１ 学校教育における親雪・遊雪 

親雪・遊雪に関する取組を各学校に情報提供し、実態に応じて教科体育や生活科等に

おける特色ある教育課程の編成及び実践の啓発を図ります。 

 

 

 

 

 

施策１２ スキー教室への支援 

雪を教材とした自然学習の一環として、市民スキー教室への 

支援を実施し、市民がスキーを通じて雪に親しむ機運の醸成と、 

冬季におけるスポーツ振興を図ります。 

 

施策１３ 雪かきによる健康増進 

宅地内の雪や道路除雪後の寄せ雪の処理について、雪に親しみながら冬場の運動量を

確保する機会ととらえ、個人の状態に合わせた雪かきによる健康増進を図ります。 

  

 

 

 

 

 

◯主な内容 

・小学校体育科及び生活科における特色ある教育課程の編成

及び実践の啓発を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４章 個別施策 

 ３ 生活環境施設等の整備に関する事項 

◯主な内容 

・雪かきに関連する情報について市のホームページや広報等で

発信することを検討します。 
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◯主な内容 

・雪と寒さに強い青森型省エネ住宅ガイドライン※の周知等に

よる克雪住宅の促進を図ります。 

※発行：青森県 建築住宅課 住宅企画グループ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 除雪支援体制の拡充  

施策１４ 弘前市社会福祉協議会による除雪支援事業への助成 

弘前市社会福祉協議会では地区社会福祉協議会と連携し、高齢や障がいなどで自ら 

除雪を行うのが困難な世帯を対象に、地域住民の助け合いによる「除雪支援事業（ボラ

ンティア除雪）」を行っております。 

市では、この事業の費用の一部を 

助成し、地域福祉活動の推進及び福 

祉サービスの充実を図ります。 

 

 

 居住環境の向上   

施策１５ 雪に強い住環境の推進 

本市における冬の安心した暮らしの実現に向け、敷地内の除雪量を少なくする建築物

の配置計画や屋根形状に関する情報提供を進め、雪と寒さに強い克雪住宅の促進を図り

ます。 

 

   

 

 

 

 

 

 

【雪と寒さに強い青森型省 

エネ住宅ガイドライン】 

第４章 個別施策 
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◯主な内容 

・世代ごとに異なる「使いやすい媒体」に対応した

情報発信を検討します。 

・市民が必要としている情報の把握と迅速かつ正確

な発信方法の構築について検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯主な内容 

・空き家に対する具体的な対策について「弘前市空き家等対策

計画」にもとづき、平時より発生予防や利活用及び適正管理

等を促進します。 

・危険な空き家に対する助言や指導、除却費用に関する支援等

のほか、市民などから寄せられた通報や相談について対応し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策１６ 空き家の適正管理等の促進 

積雪に伴う空き家の倒壊など、空き家が原因で発生する危害を防止するため、平時  

より所有者に対し、適正管理等の促進や助言及び指導を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 情報発信の拡充   

施策１７ 市民にとってわかりやすい情報発信の改善 

道路除排雪作業や市民と行政の協働による雪対策に関する情報発信について、市民に 

正確かつ迅速に伝わるよう取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【弘前市空き家等対策計画 

(令和 5 年 11 月改訂)】 

第４章 個別施策 
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 緊急時の迅速な対応  

施策１８ 広域的な関係機関との連携 

集中的な降雪や記録的な豪雪に見舞われた場合、市民生活はもとより、地域経済活動

が停滞し混乱を引き起こすことになり、本市のみならず広域的な範囲に影響を及ぼし、

深刻な事態が発生することが想定されます。 

そのような状況に陥らないよう、広域的な関係機関との連携を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策１９ 迅速な情報収集体制と市民の安全の確保 

地球温暖化に伴う気象変動は冬の気候にも影響し、局所的な豪雪が増えると推測され

ます。 

災害級の降雪にも迅速な対応を図れるよう、緊急時に備えた仕組みづくりを構築する

ものです。 

 

 

 

 

 

 

◯主な内容 

・積雪深が「弘前市地域防災計画」に定める基準に達した場合な

どには、警戒体制又は非常体制を敷き、豪雪警戒対策本部等の設

置により、迅速な情報収集と連絡体制を構築します。 

 

 

 

 

【弘前市地域防災計画 

(令和５年度修正版)】 

 

第４章 個別施策 

【弘前圏域８市町村】 

 

 ４ 国土保全施設の整備及び環境保全に関する事項 

◯主な内容 

・起きてはならない最悪の事態を防ぐために、豪雪などの自然

災害リスクを共有する、弘前圏域８市町村国土強靭化地域計画

を策定し、広域的な関係機関との連携を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【弘前圏域８市町村 

国土強靭化地域計画】 
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【令和 4 年度除雪結団式】 

 

 

 

 除排雪体制の確保  

施策２０ 持続可能な除排雪体制の構築 

行政による雪対策では、道路除排雪作業をはじめとする冬期間の道路交通の確保に 

資する様々な作業を実施しています。 

少子高齢化等の進行により、建設業従事者の就労人口が減少しており、将来の担い手

不足が顕在化しつつあることから、将来にわたる持続可能な除排雪体制の構築に取り組

みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策２１ 市による直営除雪体制の維持 

本市では、市職員の直営作業班により、一部工区の除 

排雪作業を行っているほか、道路が通行できない場合、 

緊急の除排雪作業を実施しています。 

今後、豪雪災害等における緊急態勢の確保がますます 

重要となることから、現在の直営除雪体制の維持に努め 

ます。 

 

 

◯主な内容 

・国が進める DX(デジタル・トランスフォーメーション)

について情報収集し、除雪機械の一人乗り化など、最新

技術の地域実装について検討します。 

・新規除雪オペレーターの資格取得に関する支援制度を

実施します。 

・除雪オペレーター講習会を開催します。 

【令和 4 年度除雪オペレーター講習会】 

 

第４章 個別施策 

 ５ 除排雪の担い手の確保及び除排雪体制の整備の促進に関する事項 
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【地域企業による除雪状況】 

 

 

 協働による雪対策  

施策２２ 地域共助による雪対策の創出 

シェアリングエコノミーの概念を雪対策に 

活用した取組の普及促進を図りながら、地域 

コミュニティーの衰退を補完する新たな地域 

共助創出のきっかけづくりを進めます。 

（次世代型共助創出事業（雪対策）） 

 

 

 

 

 

 

 

施策２３ 地域共助による除排雪活動への支援 

一般除雪によって幅員が狭くなった生活道路におい 

て、個人所有の小型除雪機や融雪槽等を活用して拡幅 

や排雪を行う町会や、地域企業と町会が連携した地域 

除排雪活動について支援します。（地域除排雪活動支援 

事業） 

 

 

 

 

 

 

◯主な内容 

・地域に存在する遊休資源（モノ、スキル）を有効活用する実証を継続し、地域への 

概念の浸透を図ります。 

・民間マッチングサイトによる有償の雪処理サービスの普及促進を図り、新たな地域 

共助のきっかけづくりを進めます。 

 

 

◯主な内容 

・町会や、地域企業等が町会と連携して行う除排雪作業

に要した各種機械の燃料費及び除雪機械の損害賠償

保険の加入費について支援します。 

・町会等が行う融雪活動に要した電気使用料について支

援します。 

第４章 個別施策 
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【町会雪置き場】 

 

 

 

施策２４ 市民の発案･町会等との連携による雪対策の推進 

行政主導の雪対策だけでは限界があり、きめ細かい雪処理の実現には、市民と行政  

の連携が必要不可欠であることから、市民の発案による積極的な提案について検討し、

地域内での雪処理能力の向上を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

施策２５ 町会における雪置き場開設の支援 

住宅地での除雪による寄せ雪等の処理作業の軽減を図 

るため、空き地所有者の協力による町会雪置き場の開設 

を支援します。（町会雪置き場事業） 

 

 

施策２６ 市が除雪を行わない生活道路の除雪活動への支援 

市が除排雪作業を行う以外の生活道路の除雪を行う町会等に対し、 

報償金を支給し、地域が行う自主的除雪活動を支援します。 

（町会等除雪報償金） 

 

 

◯主な内容 

・「弘前市雪対策懇談会」を開催し、各分野の委員からの

提案について検討します。 

・「町会除雪説明会」や「私のアイデアポスト」などによ

り寄せられる提案について検討します。 

【令和５年度弘前市雪対策懇談会】 

 

第４章 個別施策 
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施策２７ 町会等への小型除雪機の貸出 

生活道路の除雪作業や高齢者等世帯の間口の雪寄せ処理を行う 

町会等に小型除雪機を貸し出し、地域が主体的に行う除雪を支援 

します。（小型除雪機町会貸出事業） 

 

施策２８ 融雪装置設置の支援 

融雪装置の設置に必要な資金を金融機関より借り入れる場合、 

貸付金に係る利子について市が支援することで、融雪装置の普及 

を促進し、冬期における市民生活の向上を図ります。 

（融雪装置設置資金貸付制度） 

 

施策２９ 学校校庭等を雪置き場として活用 

学校校庭等を地域住民が利用する雪置き場として活用でき 

るよう、地域や学校の実情などを勘案してルールを設定し、 

校庭等の雪置き場利用について推進するものです。 

 

施策３０ 屋根の雪下ろし転落防止用器具の貸出 

除雪関連の傷害事故のうち、屋根の雪下ろし作業中の事故は約半数を占め、転落によ

る事故原因が高い比率を占めていることから、転落事故を未然に防ぐための安全器具を

貸し出します。 

 

 

 

◯主な内容 

・屋根雪下ろし作業用の安全器具を無償で貸出します。 

（貸出用品：命綱、安全帯、ヘルメット一式） 

第４章 個別施策 
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【大学生への支援物資の贈呈】 

 

 

施策３１ 学生ボランティア活動への支援 

本市は学園都市と呼ばれるほど学生が多いものの、 

除雪ボランティア活動への参加者は一部の学生に限ら 

れていることから、学生が活動に参加しやすい環境や 

支援を検討し、地域の支え合い活動を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策３２ 除雪ボランティアの確保・育成 

新たな担い手確保のため、ひろさきボランティアセンターにおいて、除雪作業を含む

ボランティア活動希望者の確保と育成に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

◯主な内容 

・ボランティア活動希望者の登録制度を実施します。 

・除雪ボランティアに取り組む団体・企業の掘り起し

を行います。 

・安全な除雪ボランティア活動のための講座を開催し

ます。 

◯主な内容 

・大学コンソーシアム「学都ひろさき」※に加盟している大学との協議や、高校生によ

る除雪ボランティアの可能性を検討し、学生が参加しやすい環境づくりや支援を進め

ます。 

※大学コンソーシアム「学都ひろさき」：弘前市内に設置されている５高等教育機関が連携し、教育、

文化、観光産業、医療の振興などの多分野を通じて、地域の自立と発展に向け一層の貢献を図って

いくため設立された機関。【国立大学法人弘前大学、学校法人弘前学院 弘前学院大学、学校法人柴

田学園 柴田学園大学、放送大学学園 放送大学青森学習センター、学校法人弘前城東学園 弘前医療

福祉大学】で構成されている。 

第４章 個別施策 
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 雪資源の活用   

施策３３ 冬季観光の推進 

本市が誇る貴重な文化財と、雪国の特性である雪を観光資源として活用しながら、  

民間で実施しているイベントとの連携や、体験型イベントの掘り起こしなどについて  

検討し、これまで弱点とされていた冬季観光の推進を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策３４ 冬季スポーツの普及促進と地域活性化 

スキーに関わる大会やイベントの開催及び支援を行い、冬季スポーツの普及促進、  

競技力の向上を図りながら、各種イベントを通じた交流を促進するとともに、地域活性

化に繋がる施策について検討します。  

 

 

 

 

◯主な内容 

・「弘前城雪燈籠まつり」は、幻想的な雪燈籠のほかプロジェクションマッピングや、

弘前雪明かり、津軽錦絵大回廊など、雪と光を組み合わせた多彩な催しにより、  

冬季最大のイベントとして定着しています。 

・民間で実施している「冬に咲くさくらライトアップ」

は、夜空に雪、光を併せた取組で、夕食・宿泊との親

和性が高く、経済効果が期待できることから、「弘前城

雪燈籠まつり」などのイベントとの連携を図ります。 

・雪を活用した体験型のイベントや、雪自体を観光資源

とする工夫について検討し、通年観光の実現に向けて

取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

【冬に咲くさくらライトアップ】 

◯主な内容 

・クロスカントリースキーやアルペンスキーなど、大会の

開催や補助金による支援を実施します。 

・大会開催が地域活性化にも寄与するような仕組みを検討します。 

 

 

 

 

第４章 個別施策 

 ６ 親雪及び利雪による個性豊かな地域づくりに関する事項 
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施策３５ 雪冷熱エネルギーの活用 

平成２６～２７年度に実施した弘前市役所岩木庁舎の大規模改修工事の際に、既存の

車庫を雪室に改修・整備し、雪の冷熱エネルギーを利用した雪冷熱による冷房設備を導

入しました。 

夏季間における庁舎１階ロビー（約 300 平方メートル）のエアコン冷房を雪室冷房 

稼働に置き換えることにより、二酸化炭素排出量削減等の環境負荷軽減に寄与している

ことから、今後も設備の運用を継続します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯主な内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４章 個別施策 

【雪冷熱による冷房模式図】 
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  大学と連携した調査研究   

施策３６ 大学との共同研究 

本市と大学間で進めてきた連携協定にもとづき、雪対策における調査研究等への連携・

協力を継続します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯主な内容 

・弘前市と弘前大学による「弘前市と弘前大学の連携に関する協定書」にもとづ

き、除雪を社会学の分野から解析する研究への連携・協力を継続します。 

・弘前市と北海道科学大学による「弘前市と北海道科学大学の連携に関する協定

書」にもとづき、雪氷分野（特に融雪、利雪）における連携・協力を継続しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４章 個別施策 

 ７ 雪氷に関する調査研究の総合的な推進及び気象業務の整備・強化に関する事項 
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－ 資 1 － 

  

Ⅰ.市民アンケート調査 
 

○市民アンケート調査概要 

・「弘前市雪対策総合プラン改訂」に関するアンケート調査 

期 間 令和 5 年 9 月～令和 5 年 10 月 

方 法 ポスティング 

対 象 弘前市内の 3,000 世帯（無作為抽出） 

回 答 数 1,642 件（54.7％） 

 

・地域特性やニーズの把握を目的に、DID 地区(人口集中地区)と DID 地区外に 

区分して結果を集計した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【弘前市における DID 地区(令和 2 年度総務省統計局)】 出典）国土地理院地図 

  

DID 地区 
DID 地区外 



 

－ 資 2 － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者について

あなたがお住いの住所をお聞きいたします。

DID内 件数 DID内 件数 DID内 件数

1 青山 17                     46 新寺町 18                     91 南大町 26                     

2 旭ヶ丘 9                       47 新町 1                       92 南富田町 13                     

3 石渡 5                       48 末広 5                       93 稔町 24                     

4 泉野 18                     49 住吉町 4                       94 宮川 17                     

5 植田町 9                       50 代官町 5                       95 宮園 16                     

6 大浦町 1                       51 高崎 7                       96 向外瀬 10                     

7 大久保 16                     52 高田 12                     97 元長町 1                       

8 大清水 19                     53 館野 4                       98 森町 2                       

9 大原 3                       54 田町 9                       99 八代町 3                       

10 大開 3                       55 俵元 4                       100 安原 20                     

11 大町 15                     56 千年 33                     101 山道町 1                       

12 親方町 1                       57 田園 16                     102 吉野町 3                       

13 学園町 5                       58 土手町 3                       103 和泉 6                       

14 堅田 23                     59 外崎 20                     104 若葉 12                     

15 紙漉町 3                       60 外瀬 7                       105 早稲田 23                     

16 川先 15                     61 富田 7                       106 和田町 3                       

17 瓦ケ町 1                       62 富野町 26                     107 和徳町 9                       

18 寒沢町 22                     63 豊原 3                       無回答 19                     

19 桔梗野 30                     64 取上 33                     

20 北横町 9                       65 撫牛子 6                       

21 清原 13                     66 長坂町 4                       

22 蔵主町 4                       67 中野 16                     

23 楮町 3                       68 西茂森 3                       

24 小沢大開 3                       69 西茂森町 3                       

25 五十石町 2                       70 禰宜町 4                       

26 小人町 9                       71 浜の町北 1                       

27 紺屋町 1                       72 浜の町西 10                     

28 栄町 21                     73 浜の町東 23                     

29 桜ヶ丘 29                     74 東城北 14                     

30 桜林町 6                       75 東長町 2                       

31 小比内 17                     76 東和徳町 1                       

32 塩分町 1                       77 平岡町 3                       

33 茂森新町 12                     78 広野 12                     

34 茂森町 12                     79 福田 10                     

35 清水 4                       80 袋町 2                       

36 下新町 1                       81 藤代 9                       

37 下白銀町 1                       82 富士見町 19                     

38 自由ヶ丘 7                       83 船水 1                       

39 樹木 13                     84 町田 2                       

40 城西 26                     85 松ヶ枝 9                       

41 城東 22                     86 松原西 14                     

42 城東北 6                       87 松原東 26                     

43 城東中央 27                     88 松森町 11                     

44 城南 20                     89 三岳町 11                     

45 新鍛冶町 1                       90 緑ヶ丘 6                       

総計 1,132                 

【問1】



  

－ 資 3 － 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

－ 資 4 － 

 

 

 

 

 



  

－ 資 5 － 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

－ 資 6 － 

 

 

 

 

 



  

－ 資 7 － 

  

 

 

 

 



 

－ 資 8 － 

 

 

 



  

－ 資 9 － 

  

 

 



 

－ 資 10 － 

 

 

 



  

－ 資 11 － 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

－ 資 12 － 

 

 



  

－ 資 13 － 

  

 

 

 

 



 

－ 資 14 － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

－ 資 15 － 

  

 

 

高齢者等などの除雪困難者世帯を対象に弘前市社会福祉協議会がボランティア除雪を実施する『除雪支援事業』に

ついてお聞きいたします。

あてはまるものを1つ選んでください。

件数 割合

全体 DID内 DID外 全体 DID内 DID外

① この事業を知っており、利用している 35       18       17       2.1% 1.6% 3.3%

② この事業を知っているが、利用していない 404     278     126     24.6% 24.6% 24.7%

③ この事業を知っており、将来的に利用したい 343     240     103     20.9% 21.2% 20.2%

④ この事業について知らなかった 820     580     240     49.9% 51.2% 47.1%

無 無回答、無効 40       16       24       2.4% 1.4% 4.7%

総計 1,642   1,132   510     100.0% 100.0% 100.0%

問23は無償で雪処理を行う事業ですが、申請世帯の課税状況により一部負担を求めて実施している自治体もあります。

これに関してどう思いますか。

あてはまるものを1つ選んでください。

件数 割合

全体 DID内 DID外 全体 DID内 DID外

① 無償で実施すべき 364     256     108     22.2% 22.6% 21.2%

② 負担が発生するのはしょうがない 869     597     272     52.9% 52.7% 53.3%

③ 負担を増やしてでも実施すべき 178     130     48       10.8% 11.5% 9.4%

④ 事業として必要ない 30       18       12       1.8% 1.6% 2.4%

⑤ 分からない 150     106     44       9.1% 9.4% 8.6%

無 無回答、無効 51       25       26       3.1% 2.2% 5.1%

総計 1,642   1,132   510     100.0% 100.0% 100.0%

【問23】

【問24】

① 2.1%

②

24.6%

③

20.9%

④

49.9%

無 2.4%

全体

① 1.6%

②

24.6%

③

21.2%

④

51.2%

無 1.4%

DID内

① 3.3%

②

24.7%

③

20.2%

④

47.1%

無 4.7%

DID外

①

22.2%

②

52.9%

③

10.8%

④ 1.8%
⑤

9.1%

無 3.1%

全体

①

22.6%

②

52.7%

③

11.5%

④ 1.6%
⑤

9.4%

無 2.2%

DID内

①

21.2%

②

53.3%

③

9.4%

④ 2.4%
⑤

8.6%

無 5.1%

DID外



 

－ 資 16 － 

 

 

 



  

－ 資 17 － 
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－ 資 22 － 

 

Ⅱ．旧プランの個別施策評価 
 

〇旧プラン体系図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協働による雪対策 
地域コミュニテ

ィの共助 
施策 １：地域共助による雪対策の創出 
施策 ２：地域共助による除排雪活動への支援 
施策 ３：市民の発案･町会等との連携による雪対策の推進 

施策 ４：雪に強い住環境の推進 
施策 ５：町会における雪置き場開設の支援 
施策 ６：市が除雪を行わない生活道路の除雪活動への支援 

施策 ７：町会等への小型除雪機の貸出 
施策 ８：屋根の雪下ろし転落防止用器具の貸出 
施策 ９：融雪装置設置の支援 

施策１０：学校校庭等の雪置き場としての推進 

除雪困難者への 

支援 
施策１１：弘前市社会福祉協議会による除雪支援 

施策１２：ボランティア活動の支援 
施策１３：持続可能な除雪支援の検討 

（道路維持課） 
（道路維持課） 
（道路維持課） 

（建築指導課） 
（道路維持課） 
（道路維持課） 

（道路維持課） 
（市民協働課） 
（道路維持課） 

（学校整備課） 

（福祉総務課） 
（道路維持課） 
（福祉総務課） 

［ 政策の方向性 ］ 

［ 目  標 ］ ［ 主担当課名 ］ 

① 市民が主体となり、助け合い、支える安心なまち 

［ 施策の展開 ］ ［ 項 目 ］ 

［ 政策の方向性 ］ 

道路交通の確保 

雪置き場の管理 

［ 目 標 ］ ［ 主担当課名 ］ 

（道路維持課） 

施策１４：地域特性を踏まえた除排雪の対応 

施策１５：持続可能な除排雪体制の構築 
施策１６：市による直営除雪体制の維持 
施策１７：融雪への地下水利用の対策 

施策１８：除雪機械の開発促進 
施策１９：冬期の円滑な道路交通の確保 
施策２０：交差箇所における除雪対応 

施策２１：町会と連携した除排雪 
施策２２：間口への寄せ雪を軽減する除雪車等の購入支援 
施策２３：間口への寄せ雪を軽減する方法の検討 

施策２４：道路融雪施設の適正管理 
施策２５：防雪柵の整備 
施策２６：消流雪溝の整備 

施策２７：冬期における公共交通利用の推進 

（道路維持課） 
（道路維持課） 
（道路維持課） 

（道路維持課） 
（道路維持課） 
（道路維持課） 

（道路維持課） 
（道路維持課） 
（道路維持課） 

（道路維持課） 
（道路維持課） 
（道路維持課） 

（道路維持課） 
（地域交通課） 

施策２８：新規雪置き場配置の検討 

冬期道路の管理 

② 雪をよく知る人の経験を継承し、冬の快適なくらしを創るまち 

 
［ 施策の展開 ］ ［ 項 目 ］ 

農業生産者支援 農道の確保 
施策２９：農道除雪の窓口の一本化 
施策３０：除雪体制の確保 

施策３１：農道等の除雪作業への支援 
施策３２：幹線農道における除雪 

（農村整備課） 
（農村整備課） 

（農村整備課） 
（農村整備課） 
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［ 政策の方向性 ］ 

降雪・積雪への迅
速な対応

状況の把握 
と対策 

施策３３：広域的な関係機関との連携 
施策３４：迅速な情報収集体制と市民の安全の確保 
施策３５：市民にとってわかりやすい情報提供の改善 

（防災課） 
（防災課） 
（道路維持課） 

 

［ 目 標 ］ ［ 施策の展開 ］ ［ 主担当課名 ］ 

③ 迅速な対応ができる、安全安心なまち 

［ 項 目 ］ 

［ 政策の方向性 ］ 

雪資源の活用
雪冷熱エネルギ

ーの活用 
施策３６：雪冷熱エネルギーの活用の検討 （農政課） 

冬季観光の推進 
施策３７：冬季観光の推進(弘前城雪燈籠まつり) 

施策３８：魅力的な冬季体験型観光の推進 
 

（観光課） 
（観光課） 

［ 目 標 ］ ［ 施策の展開 ］ ［ 主担当課名 ］ 

④ 雪との共生を図り、くらし続けられるまち 

［ 項 目 ］ 

雪に親しむ 雪への愛着 
施策３９：岩木山ウィンターフェスティバルへの支援 

施策４０：スキー教室等への支援 
施策４１：冬季スポーツの普及促進と地域活性化 
施策４２：学校教育における親雪・遊雪 

 

（ｽﾎﾟｰﾂ振興課） 
（ｽﾎﾟｰﾂ振興課） 

（ｽﾎﾟｰﾂ振興課） 
（学校指導課） 
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〇旧プラン個別施策評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［政策の方向性］①市民が主体となり、助け合い、支える安心なまち 

  ［目標］協働による雪対策 

    ［項目］地域コミュニティの共助 

      No. 掲載取組 施策の概要 実施内容 評価／新プランにおける方針 

      

施策 

1 

地域共助によ

る雪対策の創

出 

【掲載コメント】 

雪対策における地域共助

として、ご近所同士の助

け合いや地元企業による

地域支援が促進しやすい

環境づくりを検討しま

す。（次世代型共助創出

事業(雪対策)） 

 

◯地域に存在する人材

（労力）、モノ（小型除

雪機）などの資源を有効

活用し、市民が互いに助

け合い、補い合える持続

可能な地域共助による仕

組みの検討。 

〈道路維持課〉 

・令和 2 年度よりシェアリ

ングエコノミーを雪対策に

活用した実証事業(次世代

型共助事業)を開始。(企業

が所有する遊休小型除雪機

を市の仲介により町会に貸

出し、町会活動の効率化を

図るもの。) 

・市がプラットフォーマー

としてアナログマッチング

を行い、令和 2 年度は 3

事業者、3 町会及び市によ

る 3 つのマッチングが成立

し、三者間による協定を締

結した。 

・令和 3 年度はさらに 1

つマッチングが追加され、

4 つのマッチングによる実

証を継続している。 

・実証事業と並行し、検討

してきたマッチングシステ

ムの導入については、令和

4 年度より民間事業者のマ

ッチングサイトが弘前地域

で事業展開されることとな

り、新たな地域共助創出の

きっかけとして期待される

ことから、広報による支援

を実施した。 

【評価】 

・次世代型共助事業は、事業者の

CSR 活動(企業の社会的責任、地域

貢献)への意欲が前提の事業であ

り、町会活動の担い手不足も相ま

ってマッチングの成立が難しいも

のの、住民生活の向上に高い効果

を発揮した。 

・マッチングシステム導入に係る

各協議等は、スキームの理解や地

域の実情を把握するうえで非常に

役立った。 

 

【新プランにおける方針】 

・継続、拡充 

・市民が主体となった、互いに支

えあう新たな除排雪の体制づくり

を目指し、シェアリングエコノミ

ーの概念を活用したマッチングサ

イトを介する雪処理サービスの地

域普及を図る。 

・実証事業を継続しながら、事業

者が参加しやすい環境づくりにつ

いて検討するとともに、マッチン

グのデジタル化やシェア内容の拡

充について可能性を継続検討す

る。 

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

 

 

協働による雪対策 
地域コミュニティ

の共助 
施策 １：地域共助による雪対策の創出 
施策 ２：地域共助による除排雪活動への支援 

施策 ３：市民の発案･町会等との連携による雪対策の推進 
施策 ４：雪に強い住環境の推進 
施策 ５：町会における雪置き場開設の支援 

施策 ６：市が除雪を行わない生活道路の除雪活動への支援 
施策 ７：町会等への小型除雪機の貸出 
施策 ８：屋根の雪下ろし転落防止用器具の貸出 

施策 ９：融雪装置設置の支援 
施策１０：学校校庭等の雪置き場としての推進 

（道路維持課） 
（道路維持課） 

（道路維持課） 
（建築指導課） 
（道路維持課） 

（道路維持課） 
（道路維持課） 
（市民協働課） 

（道路維持課） 
（学校整備課） 

［ 政策の方向性 ］ 

［ 目  標 ］ ［ 主担当課名 ］ 

① 市民が主体となり、助け合い、支える安心なまち 

［ 施策の展開 ］ ［ 項 目 ］ 
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［政策の方向性］①市民が主体となり、助け合い、支える安心なまち 

  ［目標］協働による雪対策 

    ［項目］地域コミュニティの共助 

      No. 掲載取組 施策の概要 実施内容 評価／新プランにおける方針 

      

施策 

2 

地域共助によ

る除排雪活動

への支援 

【掲載コメント】 

一般除雪によって幅員が狭

くなった生活道路におい

て、個人所有の小型除雪機

や融雪槽等を活用して拡幅

や排雪を行う町会や、企業

雪対策ボランティアなどに

よる除排雪活動を支援しま

す。（地域除排雪活動支援

事業） 

〈道路維持課〉 

・除雪機械や融雪設備を活用して

拡幅、排雪作業や、融雪活動を行

う町会等に対し、燃料費や電気料

の一部を報償金として支給した。 

・令和２年度より、地域貢献の意

向を持つ企業と地元町会を市がマ

ッチングし、除雪作業を実施する

「企業連携事業」を開始してい

る。 

【実績】 

 [令和 2 年度] 

 除排雪 10 町会、 融雪 3 町会、 

 企業連携 1 マッチング 

 [令和 3 年度] 

 除排雪 8 町会、融雪 1 団体、 

 1 町会、企業連携 8 マッチング 

 [令和 4 年度] 

 除排雪 7 町会、融雪 1 団体、 

 1 町会、企業連携 8 マッチング 

【評価】 

・市の除排雪に加え、地域の町

会・団体が除排雪や融雪活動を

実施することで、きめ細やかな

地域除雪活動が実現した。 

 

 

 

【新プランにおける方針】 

・継続、拡充 

・町会や団体の除排雪や融雪活

動の支援となる他、企業の地域

貢献に根差す活動により、地域

住民の生活環境の向上に効果が

発揮された。 

・今後とも事業への参加意向を

示す町会や企業を募りながら事

業を継続していく。 

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

施策 

3 

市民の発案･

町会等との連

携による雪対

策の推進 

【掲載コメント】 

住宅地などの生活空間は堆

雪能力が比較的小さいた

め、機械除雪に頼るだけで

は十分な効果を得ることが

難しくなっています。市民

が望む、きめ細かい雪処理

を実現するために、市民の

発案による積極的な地域雪

対策の提案に対して支援を

検討し、地域内での雪処理

能力の向上を図ります。 

〈道路維持課〉 

・令和 2 年度より、次世代に向

けた継続性の高い雪対策の検討

に向けて、幅広く多角的な視点

から、今後の雪対策のあり方に

関する意見交換を実施するた

め、雪対策懇談会を開催した。 

・懇談会は市民の発案の場とし

てだけでなく、各分野の課題の

共有や次世代に向けた継続性の

高い雪対策の在り方についての

意見が交わされた。 

・雪対策懇談会のメンバーには

市民団体をはじめ、福祉、観

光、経済、交通、学校及び除排

雪関係の合計 14 団体の代表者

と、有識者 2 名、市の関連部門

長 4 名が参加している。 

【評価】 

・雪対策懇談会の意見交換では、

各分野の課題の共有が図られ、

様々な提案もあがるなど雪対策に

関する有意義な意見交換の場とし

て機能した。 

 

【新プランにおける方針】 

・継続、拡充 

・少子高齢化等の社会現象の進行

により、次世代に向けた継続性の

高い雪対策の実現が求められ、市

民や事業者との連携による雪対策

が必要不可欠であることから、今

後とも雪対策懇談会を継続し、有

意義な意見の施策への反映を目指

す。 

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

施策 

4 

雪に強い住環

境の推進 

【掲載コメント】 

冬期の安心した暮らしを確保

するため、敷地内の除雪量を

少なくする等の対策が必要で

す。無理な除雪作業は、事故

やケガの原因にもなることか

ら、除雪量を少なくする建築

物の配置計画や屋根形状につ

いて、積極的に情報提供する

ことにより、安全安心な住環

境の向上を図ります。 

 

〇敷地内の雪処理に関する情

報などを掲載した「雪と寒さ

に強い青森型省エネ住宅ガイ

ドライン」の活用。 

〇「雪と寒さに強い青森型省

エネ住宅ガイドライン」を活

用した、克雪住宅の促進。 

<建築指導課> 

・敷地内の雪処理に関する情報な

どが掲載された「雪と寒さに強い

青森型省エネ住宅ガイドライン」

を関係団体へ周知するとともに、

窓口に設置して克雪住宅の促進を

図っている。 

【評価】 

・雪処理に係る建築計画について

は、個人及び設計事務所等で協議

しており、市に事前に問い合わせ

が来ることがない。そのため、直

接的に市民の方々に情報提供する

機会がなく、建築関係団体等に対

して周知するのみに留まっていた

ため、施策による効果が十分とは

言えない状況である。 

 

【新プランにおける方針】 

・拡充・継続 

・施策による効果が十分とは言え

ない状況であることから、建築関

係団体に対して改めて周知すると

ともに、市民の方々の目に触れる

機会を積極的に設けるため、より

効果的な施策について検討する。 
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［政策の方向性］①市民が主体となり、助け合い、支える安心なまち 

  ［目標］協働による雪対策 

    ［項目］地域コミュニティの共助 

      No. 掲載取組 施策の概要 実施内容 評価／新プランにおける方針 

      

施策 

5 

町会におけ

る雪置き場

開設の支援 

【掲載コメント】 

住宅地での除雪による寄せ

雪などの処理作業の軽減を

図るため、空き地所有者の

協力による町会雪置き場の

開設を支援します。（町会

雪置き場事業） 

〈道路維持課〉 

・住宅街などで雪置き場の不足

を解消にむけ、地域住民のため

の雪置き場として空き地を無償

で町会へ貸し付けした場合、こ

の土地に係る翌年度の固定資産

税及び都市計画税の 3 分の 1

以内の減免を実施した。 

【実績】 

 [令和 2 年度]：32 町会 

 [令和 3 年度]：29 町会 

 [令和 4 年度]：29 町会 

【評価】 

・町会雪置き場として活用さ

れ、地域住民の冬期間の生活

環境の向上に繋がっている。 

・住宅地や狭隘路線など、寄

せ雪の置き場が少ない路線で

特に大きな効果を発揮してい

る。 

 

【新プランにおける方針】 

・継続、拡充 

・要件の緩和について要望も

あることから、今後、事業を

継続しながら現状を把握し、

制度の拡充について検討して

いく。 

  

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

施策 

6 

市が除雪を

行わない生

活道路の除

雪活動への

支援 

【掲載コメント】 

市が除雪作業を行う以外の

生活道路の除雪を行う町会

等に対し、報償金を支給

し、地域が行う自主的除雪

活動を支援します。（町会

等除雪報償金） 

〈道路維持課〉 

・市が除排雪作業を行う路線以

外の生活道路の除雪を行う町会

等に対して報償金を支給した。 

・除雪を行う生活道路の延長 

１ｍ当たりに 200 円を乗じた

額を支給。（平成 27 年度まで

は 

１ｍあたり 180 円で実施） 

【実績】 

 [令和 2 年度]：49 町会 

 [令和 3 年度]：51 町会 

 [令和 4 年度]：52 町会 

【評価】 

・狭隘な生活道路の交通が確

保され、冬期間の生活環境の

維持が図られた。 

・地域住民による除排雪体制

として、自ら除雪を行うとい

う意識づくりに寄与する事業

となった。 

 

【新プランにおける方針】 

・継続、拡充 

・支給額の見直しについて要

望もあることから、今後、事

業を継続しながら現状を把握

し、制度の拡充について検討

していく。 

  

      

      

      

      

      

      

      

      

      

施策 

7 

町会等への

小型除雪機

の貸出 

【掲載コメント】 

生活道路の除雪作業や高齢

者等世帯の間口の雪寄せ処

理を行う町会等に小型除雪

機を貸し出し、地域が主体

的に行う除雪を支援しま

す。（小型除雪機町会貸出

事業） 

〈道路維持課〉 

・冬期間における市民生活の確

保を図るため、生活道路などの

除雪を行う町会等に対して、小

型除雪機（ハンドガイド）の貸

出を平成 7 年度より実施して

いる。 

【実績】 

 [令和 2 年度]：66 町会 

 [令和 3 年度]：66 町会 

 [令和 4 年度]：66 町会 

【評価】 

・高齢者等世帯等の間口の寄

せ雪処理にも活用され、町会

等による除排雪体制の確立に

寄与する事業となっている。 

 

【新プランにおける方針】 

・継続 

・事業効果が高く、市民が主

体となった互いに支えあう除

排雪体制の構築に寄与する事

業であるが、将来的な担い手

不足が予測され、現状を把握

したうえで機械の更新計画を

進める必要がある。 
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［政策の方向性］①市民が主体となり、助け合い、支える安心なまち 

  ［目標］協働による雪対策 

    ［項目］地域コミュニティの共助 

      No. 掲載取組 施策の概要 実施内容 評価／新プランにおける方針 

      

施策 

8 

屋根の雪下

ろし転落防

止用器具の

貸出 

【掲載コメント】 

屋根の雪下ろし作業には、

はしごや屋根から転落する

危険を伴うことから、事故

を未然に防ぐため、命綱な

どを貸出します。 

〈市民協働課〉 

①市内 5 か所の消防署に貸出

業務を依頼しており、消防職

員の豊富な知識と経験に基づ

き、的確なアドバイスをして

もらうことに加え、土曜・日

曜・祝日も職員が待機し対応

できることで、利用者の利便

性向上を図った。  

【実績】 

 [令和 2 年度]： 2 件 

 [令和 3 年度]：24 件 

 [令和 4 年度]：27 件  

 

②広報ひろさきや FM アップ

ルウェーブ「行政なんでも情

報」、陸奥新報「市政だよ

り」、弘前市ホームページを

活用し、市民に対し周知を図

った。 

  

【評価】 

・雪下ろし作業の安全性を高

めるとともに、市民と行政の

コミュニケーションを深める

間接的効果も期待できる。 

 

【新プランにおける方針】 

・継続 

・現状において事業の効果が

期待できるため、引き続き実

施する。 

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

    

  

施策 

9 

融雪装置設

置の支援 

【掲載コメント】 

市内に土地や建物を所有し

ている個人または法人が、

その土地等に貸付対象とな

る融雪装置を設置するため

に必要な資金を金融機関か

ら借り入れる際、貸付金に

係る利子を市が金融機関へ

補給することで、融雪装置

の普及促進による、冬期に

おける市民生活の向上を図

ります。（融雪装置設置資

金貸付制度）  

〈道路維持課〉 

・個人、法人が融雪装置を設

置するために必要な資金の貸

付金に係る利子補給を実施

し、融雪装置の普及促進を図

った。 

【実績】 

 [令和 2 年度] 

新規件数 2 件、継続件数 8 件 

 [令和 3 年度] 

新規件数 1 件、継続件数 8 件 

 [令和 4 年度] 

新規件数 3 件、継続件数 9 件 

【評価】 

・融雪装置の導入増加に効果

を発揮しており、冬期間の市

民生活の向上に寄与してい

る。 

 

【新プランにおける方針】 

・継続 

・新規件数として毎年度申請

されており、融雪装置の普及

促進に寄与する取組として今

後も継続していく。 

・拡充については現状を把握

しながら検討していく。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

施策 

10 

学校校庭等

の雪置き場

としての推

進 

【掲載コメント】 

学校校庭等を、地域住民が

利用する雪置き場として活

用することを推進します。

学校ごとに、地域や学校の

実情等を勘案しながら、除

雪に係る条件やルールを設

定します。 

〈学校整備課〉 

・地域住民が雪の置き場に困

った際に、学校校庭等が活用

されている。 

【評価】 

・住民生活の向上に一定の効

果を発揮している。 

 

【新プランにおける方針】 

・継続 

・引き続き、地域住民が利用

する雪置き場として活用す

る。 

・今後、教育活動に大きな支

障が出る場合などは、学校関

係者等と協議し、施策の見直

しを検討する。 

  

  

  

  

  

  

  

  



 

－ 資 28 － 

 

 

 

［政策の方向性］①市民が主体となり、助け合い、支える安心なまち 

  ［目標］協働による雪対策 

    ［項目］除雪困難者への支援 

      No. 掲載取組 施策の概要 実施内容 評価／新プランにおける方針 

      

施策 

11 

弘前市社会福

祉協議会によ

る除雪支援 

【掲載コメント】 

弘前市社会福祉協議会では地

区社会福祉協議会と連携し、

高齢や障がいなどで自ら除雪

を行うのが困難な世帯を対象

に、地域住民の助け合いによ

る「除雪支援事業（ボランテ

ィア除雪）」を行っていま

す。 

地域福祉活動の推進及び福祉

サービスの充実を図るため、

弘前市社会福祉協議会が行う

除雪支援事業に対して費用の

一部を助成します。 

〈福祉総務課〉 

・弘前市社会福祉協議会に

対し、補助金として 1,000

円×世帯数を交付した。 

・広報ひろさき「雪処理の

手引き」内へ事業の記事を

掲載した（10 月 15 日

号）。 

・弘前市社会福祉協議会に

おいて、事業実施、ボラン

ティア確保についての呼び

かけを継続して行った。 

【評価】 

・長年実績が無かった地区が令

和 3 年度において事業を実施し

たため、継続した地区への呼び

かけやニーズの増加により、各

地区においてより制度理解と協

力体制が得られたものと評価す

る。 

 

【新プランにおける方針】 

・継続 

・事業のあり方について、現行

のまま継続するか、見直しや拡

充を図るか検討する。 

      

      

      

      

      

      

      

      

施策 

12 

ボランティア

活動の支援 

【掲載コメント】 

冬期の安心した暮らしを確

保するとともに、ボランテ

ィア活動による地域の支え

合い活動の促進のため、ボ

ランティアとの連携による

除雪活動や除雪活動を行う

個人及び団体等への支援に

ついて検討します。 

〈道路維持課〉 

・弘前大学ボランティアセン

ターを中心に、雪処理のボラ

ンティア活動（消流雪溝への

投雪作業）を実施しており、

市は活動への支援を行ってき

た。 

・令和 2 年度には、新たに弘

前大学柔道部が活動に参加

し、令和 3 年度からは、弘前

医療福祉大学短期大学部と弘

前学院大学が参加している。

令和 4 年度も各大学への活動

支援を継続しながら、更なる

学生の参加促進を図った。 

【評価】 

・冬場の生活環境の向上に効果

を発揮したほか、地域と学生の

交流が生まれ、町会・市民活動

団体による「協働によるまちづ

くりの推進」に寄与した。 

 

【新プランにおける方針】 

・継続、拡充 

・弘前市には学生が多く、学生

力を雪対策に活用することが、

雪処理の担い手不足対策として

有効。 

・更なる学生の参加促進を図

り、事業拡充を目指す。 

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

施策 

13 

持続可能な除

雪支援の検討 

【掲載コメント】 

高齢者などの除雪困難者に

ついては、弘前市社会福祉

協議会が地区社会福祉協議

会と連携し、「除雪支援事

業（ボランティア除雪）」

を行っていますが、各地区

におけるボランティアが減

少傾向にあり、担い手の確

保が課題となっています。 

除雪困難者が冬期も安心し

て地域で暮らせるよう、ま

ずは、弘前市社会福祉協議

会、地区社会福祉協議会を

はじめとする関係団体、町

会や地域の声を聴き、実態

把握に努めます。 

さらに、地縁組織にとらわ

れない多様な主体による除

雪支援のしくみづくりの構

築に向けた研究・検討を行

います。 

〈福祉総務課・弘前市社会福祉

協議会〉 

・令和 3 年度に各地区社会福

祉協議会に対しボランティア

除雪のほか、各種活動状況に

係るヒアリングを実施。 

〈弘前市・弘前市社会福祉協

議会〉 

・弘前市と弘前市社会福祉協

議会がそれぞれ設置していた

ボランティアセンターを機能

統合し、「ひろさきボランテ

ィアセンター」が新設され

た。 

・様々なニーズに対応するた

め、市と弘前市社福祉協議会

がそれぞれ有する知見を活用

し、担い手の掘り起こしのほ

か、周知や募集等に係る手法

等を検討することとしてい

る。 

【評価】 

・ボランティアセンターの機

能が統合され「ひろさきボラ

ンティアセンター」が設置さ

れたことにより、今まで市と

市社協がそれぞれ持っていた

ノウハウや情報との共有、機

能強化が図られた。 

 

【新プランにおける方針】 

・継続 

・地縁、地区にとらわれない

仕組みなど、新たな担い手の

掘り起こしや周知等の研究と

あわせ、除雪支援の仕組みづ

くりの構築等について、地域

やボランティア実施者、地区

社会福祉協議会等の声を広く

聞きながら、市と市社協、ひ

ろさきボランティアセンター

をはじめとした関係者間で協

議を行っていく。  

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

協働による雪対策 
除雪困難者への 

支援 

施策１１：弘前市社会福祉協議会による除雪支援 

施策１２：ボランティア活動の支援 
施策１３：持続可能な除雪支援の検討 

（福祉総務課） 
（道路維持課） 
（福祉総務課） 

［ 政策の方向性 ］ 

［ 目  標 ］ ［ 主担当課名 ］ 

① 市民が主体となり、助け合い、支える安心なまち 

［ 施策の展開 ］ ［ 項 目 ］ 



  

－ 資 29 － 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［政策の方向性］②雪をよく知る人の経験を継承し、冬の快適なくらしを創るまち 

  ［目標］道路交通の確保 

    ［項目］冬期道路の管理 

      No. 掲載取組 施策の概要 実施内容 評価／新プランにおける方針 

      

施策 

14 

地域特性を踏ま

えた除排雪の対

応 

【掲載コメント】 

少子高齢化の進展により、

就労人口の減少による人手

不足から、機械除排雪業務

従事者の減少が予想されま

す。 

このような事態に備えるた

め、機械除排雪の効率化は

最も重要な課題であり、

日々進歩する ICT の技術を

活用した雪処理システムの

可能性と併せて、山間部、

平野部、市街地、農村部の

降雪特性を把握し、それぞ

れの状況に適した除排雪作

業について検討します。 

 

〇既往データと新たなデー

タの整理による地区の降雪

特性の把握。 

〇降雪特性（場所）に応じ

た除排雪作業計画基準の見

直し。 

〈道路維持課〉 

・令和元年度より降雪状況の適

時把握に ICT 技術を活用する取

組として、積雪センサーによる

自動観測システムの段階導入を

開始し、令和 3年度にはシステ

ムの本格導入を行った。 

【実績】 

・積雪センサーによる自動観測

システムによる雪量観測 

 [令和 2年度]：5 箇所 

 [令和 3年度]：6 箇所 

 [令和 4年度]：6 箇所 

 

・国土交通省では、令和 2 年度

に「国土交通省インフラ分野の

DX(ﾃﾞｼﾞﾀﾙ･ﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ)推進

本部」を設置し、i-

Construction(ICT を全面的に

建設現場に導入する取組)を中

核に、データとデジタル技術を

活用して、業務そのものや組

織、プロセス、文化や風土、働

き方の変革に向けた取組を進め

ており、こうした国の動向につ

いて情報収集を実施。 

  

【評価】 

・降雪量観測の ICT 化につい

ては、これまで進めてきた実

証により実用段階にあると評

価できる。 

・国土交通省の DXに関する取

組は実証段階であるものの、

除雪補助や自動運転など、担

い手不足解消に繋がる技術と

して実用化が期待される。 

 

【新プランにおける方針】 

・継続、施策 18，23 と統合 

・事業を継続し観測精度の検

証を行いながら、データ蓄積

を進め、今後の除排雪作業計

画基準等の見直しに活用して

いく。 

・現時点での国の DX への取組

は、将来的に除雪機械の自動

運転等に繋がるものであり、

今後も国の実証を注視しなが

ら、除雪分野への DX の活用に

ついて、地域との情報共有を

図っていく。 

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

［ 政策の方向性 ］ 

道路交通の確保 

［ 目 標 ］ ［ 主担当課名 ］ 

施策１４：地域特性を踏まえた除排雪の対応 
施策１５：持続可能な除排雪体制の構築 

施策１６：市による直営除雪体制の維持 
施策１７：融雪への地下水利用の対策 
施策１８：除雪機械の開発促進 

施策１９：冬期の円滑な道路交通の確保 
施策２０：交差箇所における除雪対応 
施策２１：町会と連携した除排雪 

施策２２：間口への寄せ雪を軽減する除雪車等の購入支援 
施策２３：間口への寄せ雪を軽減する方法の検討 
施策２４：道路融雪施設の適正管理 

施策２５：防雪柵の整備 
施策２６：消流雪溝の整備 
施策２７：冬期における公共交通利用の推進 

（道路維持課） 

（道路維持課） 
（道路維持課） 
（道路維持課） 

（道路維持課） 
（道路維持課） 
（道路維持課） 

（道路維持課） 
（道路維持課） 
（道路維持課） 

（道路維持課） 
（道路維持課） 
（道路維持課） 

（地域交通課） 

冬期道路の管理 

② 雪をよく知る人の経験を継承し、冬の快適なくらしを創るまち 
 

［ 施策の展開 ］ ［ 項 目 ］ 



 

－ 資 30 － 

 

 

 

 

［政策の方向性］②雪をよく知る人の経験を継承し、冬の快適なくらしを創るまち 

  ［目標］道路交通の確保 

    ［項目］冬期道路の管理 

      No. 掲載取組 施策の概要 実施内容 評価／新プランにおける方針 

      

施策 

15 

持続可能な除

排雪体制の構

築 

【掲載コメント】 

雪対策については、様々

な工種（除排雪、凍結抑

制剤散布、流雪溝管理、

等）により実施していま

すが、少子高齢化に伴う

就労人口の減少から作業

従事者の人手不足、除雪

オペレーターの高齢化に

より、雪対策の担い手の

減少が予想されます。 

将来にわたり、現在の除

排雪力を確保し継続して

いくために、持続可能な

除排雪体制の構築に取り

組みます。 

 

〇地域特性に配慮した除

雪工区の統合についての

検討やゾーン包括業務方

式の改善。 

〇除雪業者に対し、除雪

ロータリ車購入に要する

費用の支援について検

討。 

〇除雪オペレーター講習

会の実施。  

〈道路維持課〉 

・オペレーターの確保、除排雪

機械の故障、感染症等不測の事

態にも迅速に対応し、継続した

除排雪体制を維持するために、

令和 2 年度には、委託 20工区か

ら、18工区へ工区統合を実施し

た。 

・令和 4年度除雪オペレーター

講習を開催した。※令和 2･3年

度は、コロナウイルス感染症対

策の為、除雪オペレーター講習

は開催していない。 

【評価】 

・4つの工区を 2つの工区に統

合したことにより、統合した 2

つの工区の構成員が増えたこ

とで、オペレーターの確保や

不測の事態への対応等、継続

した除排雪体制の維持が図ら

れた。 

 

【新プランにおける方針】 

・継続 

・今後も、工区統合をはじめ

継続した除排雪体制の構築を

進める。 

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

施策 

16 

市による直営

除雪体制の維

持 

【掲載コメント】 

道路の除排雪について

は、業務委託による作業

のほか、市職員による直

営作業も実施していま

す。 

豪雪災害時における緊急

的な道路交通の確保や除

雪業者への作業支援が可

能な除排雪体制を継続し

ていくために、現在の直

営除雪体制の維持に努め

ます。 

〈道路維持課〉 

【実績】 

 [令和 2年度] 

 一般除雪 1,390 ㎞ 

 運搬排雪    65km 

 拡幅除雪   431km 

 雪山処理    54 箇所 

 [令和 3年度] 

 一般除雪 1,503 ㎞ 

 運搬排雪    57km 

 拡幅除雪   285km 

 雪山処理   147 箇所 

 [令和 4年度] 

 一般除雪 1,554 ㎞ 

 運搬排雪    50km 

 拡幅除雪   401km 

 雪山処理  130箇所 

  

【評価】 

・直営による豪雪災害時など

の緊急・応急対応や除排雪業

者への作業支援を実施したこ

とで、安心・安全な冬期間の

道路交通が確保された。 

 

【新プランにおける方針】 

・継続 

・今後も直営による除排雪体

制を継続する。 
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施策 

17 

融雪への地下

水利用の対策 

【掲載コメント】 

地下水利用による融雪施

設については、市民へ普

及してきており、協働に

よる雪対策が推進されて

いる一方で、地域の共有

資源と地下資源保護の観

点に立った対策をする必

要があります。 

 

〇市による新たな散水融

雪施設の整備を休止。 

〇地下資源保護を目的と

した、市内各所の地下水

位観測の検討。 

〈道路維持課〉 

・散水融雪施設の運用は、地域

共有資源である地下水を使用す

ることから、地下資源保護の観

点に立ち、令和２年度より市内

各所において地下水調査業務を

実施した。 

・一部の地区の調査結果につい

て、有識者から「一定の揚水量

を超えると水位が干渉しあう可

能性がある」との見解が示さ

れ、「地下水障害の原因や因果

関係の特定には継続的な調査が

必要」との指摘を受けた。 

・市道豊田４号線の散水融雪施

設について、地下水の揚水量低

下から融雪効果が減少し、道路

状況が悪化したため、令和５年

度に地元町会と協議のうえ稼働

を停止した。 

・他地区における散水融雪施設

及び地下水を利用する消流雪溝

についても、地下水の揚水量低

下の報告があり、稼働を継続す

ることが難しい状況。 

【評価】 

・散水融雪施設及び地下水を

利用する消流雪溝は、地下水

の揚水量低下に伴い、安定し

た稼働が期待できない。 

 

【新プランにおける方針】 

・廃止 

・地下水の揚水量低下に伴

い、施設が安定して稼働でき

ないことから、融雪への地下

水利用を廃止する。  

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

施策 

18 

除雪機械の開

発促進 

【掲載コメント】 

除雪機械製造メーカーの

技術開発と除排雪作業の

課題を共有できる意見交

換の場などを用意し、課

題実態に則した車両の開

発促進について検討しま

す。 

〈道路維持課〉 

・除雪機械の課題抽出におい

て、地域事業者から「除雪機械

よりも担い手不足が大きな課

題」との指摘があった。 

・国土交通省で推進している

DX(ﾃﾞｼﾞﾀﾙ･ﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ)では、

除雪機械の自動運転など除雪の

担い手不足対策として有効な実

証を進めており、全国雪対策協

議会等による国土交通省に対す

る要望書において、技術開発を

推進する要望を提出した。（令

和 2～4 年度継続要望） 

【評価】 

・国土交通省の DXに関する取

組は実証段階であるものの、

除雪補助や自動運転など、担

い手不足解消に繋がる技術と

して実用化が期待される。 

 

【新プランにおける方針】 

・継続、施策 14 と統合 

・課題は機械の性能というよ

り、除雪の担い手不足にある

ことから、国の実証の進捗を

注視し情報取集に努めてい

く。 
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施策 

19 

冬期の円滑な

道路交通の確

保 

【掲載コメント】 

道路除排雪作業指針に基づ

いた作業を実施し、冬期の

円滑な道路交通や良好な市

民生活を確保します。（除

排雪事業） 

 

〇除雪機械で道路脇に雪を

かき分ける一般除雪。 

〇小型除雪機などにより路

肩や堆雪帯へ雪を積み上げ

る歩道除雪。 

〇一般除雪による道路幅員

の確保が困難な場合に、ロ

ータリ除雪車により路肩に

雪を積み上げる拡幅除雪。 

〇一般除雪や拡幅除雪によ

る道路幅員の確保が困難な

場合にダンプトラックによ

り雪を搬出する運搬排雪。 

〇除雪機械の進入ができな

いため、小型のショベルと

小型のダンプで運搬排雪を

行う小路除排雪。 

〇一般除雪の後にロータリ

除雪車による拡幅除雪を並

行して行う追従除雪。 

〇路面凍結によるスリップ

事故の防止と交通渋滞の緩

和、歩行者の安全な横断を

確保するための凍結抑制剤

散布。 

〈道路維持課〉 

【実績】  

 [令和 2年度] 

 一般除雪      18,645km 

 歩道除雪       2,084km 

 拡幅除雪          431km 

 運搬排雪          261km 

 小路除排雪         28km 

 追従除雪      1,173km 

 凍結抑制剤散布 17,400km 

 [令和 3年度] 

 一般除雪      20,199km 

 歩道除雪       2,184km 

 拡幅除雪          285km 

 運搬排雪          535km 

 小路除排雪         44km 

 追従除雪        1,606km 

 凍結抑制剤散布 15,759km 

 [令和 4年度] 

 一般除雪      22,800km 

 歩道除雪       2,748km 

 拡幅除雪          401km 

 運搬排雪          184km 

 小路除排雪         36km 

 追従除雪        1,240km 

 凍結抑制剤散布 15,773km 

【評価】 

・除排雪について、多くの要

望・苦情が寄せられたが、限

られた予算のなか市民の協力

を得ながら除排雪を実施する

ことで道路交通の安全が確保

された。 

 

【新プランにおける方針】 

・継続 

・除排雪計画・道路除排雪作

業指針に基づき、限られた予

算のなか、市民の協力を得な

がら効果的な除排雪を実施す

ることで道路交通の安全を確

保する。 

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

施策 

20 

交差箇所にお

ける除雪対応 

【掲載コメント】 

市が除排雪を実施する区間

には様々な交差箇所があ

り、その場所の特性や管理

基準の相違によって一律の

対応が難しいことから、交

差する道路（国道、県道）

との連携を図り、それぞれ

の箇所ごとに条件を明確に

した適切な対応を実施しま

す。 

 

〇国、県、市の道路管理者

間による除排雪の連携。 

〇路線の特性や交通状況等

を整理し、交差点や車道路

肩幅員を含めた施設帯の考

え方の設定と対策を検討。 

<道路維持課> 

・令和 2年 10 月に、「道路

の除雪業務の相互委託に関

する協定書」を継続更新

し、それぞれが管理する一

部道路について除雪を委託

しあい作業をおこなってい

る。 

・道路パトロール及び市民

からの情報提供をもとに、

国・県に情報を提供すると

ともに、視認性の確保を目

的とする交差点排雪を実施

している。 

【評価】 

・積雪状況にあわせて国・県

と連携した作業を実施するこ

とで道路交通の安全が確保さ

れていた。 

 

【新プランにおける方針】 

・継続 

・今後も国、県と連携した除

排雪を実施するとともに、除

排雪計画、道路除排雪作業指

針に基づき、道路パトロール

を実施し道路交通の安全を確

保する。 
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施策 

21 

町会と連携し

た除排雪 

【掲載コメント】 

町会と市が連携し、役割分

担の明確化と住民が主体と

なったマナーの徹底を図

り、除雪方法や作業時期等

を確認しあい、適切なタイ

ミングによる効果的な除排

雪が図られるしくみづくり

をモデル的に実施し検証を

進めながら、各地区への普

及展開について検討を進め

ます。 

〈道路維持課〉 

・桜ケ丘町会をモデル地区

として、町会と連携した除

排雪作業を実施しており、

運搬排雪作業のタイミング

を町会と打合せることによ

り、効率的な作業が実現し

た。 

【評価】 

・排雪作業のタイミングを町会

と協議したことで、排雪要望件

数の低減が図られた。 

 

【新プランにおける方針】 

・継続、拡充 

・町会との連携により排雪要望

の低減に効果を発揮したことか

ら、今後も継続していく。 

・排雪作業の進捗状況は地域住

民の大きな関心事項であり、進

捗状況の管理と情報発信の方法

について検討していく。 

      

      

      

      

      

      

      

      

      

施策 

22 

間口への寄せ

雪を軽減する

除雪車等の購

入支援 

【掲載コメント】 

間口の除雪に係る負担を軽

減するため、除雪業者に対

して、除雪車両や除雪機械

の導入に係る費用の一部を

支援します。（間口除雪軽

減事業） 

〈道路維持課〉 

・弘前市間口除雪軽減事業

費補助金として間口除雪に

使用する除雪機械等の導入

支援を実施。 

【実績】 

 [令和 2年度]：1 事業者

（サイドシャッター装置） 

 [令和 3年度]：1 事業者

（サイドシャッター装置） 

 [令和 4年度]：予算措置な

し 

【評価】 

・サイドシャッター装置の導入

路線では、一定の寄せ雪軽減効

果が発揮されたが、個別の除雪

支援と比較すると支援効率が悪

い。 

 

【新プランにおける方針】 

・中止 

・サイドシャッター装置の寄せ

雪軽減効果は低く、その他の機

械導入の意向も無いことから、

導入支援については中止とす

る。 

      

      

      

      

      

      

      

      

施策 

23 

間口の寄せ雪

を軽減する方

法の検討 

【掲載コメント】 

間口への寄せ雪を軽減する

方法の検討に取り組むとと

もに、除雪分野における ICT

活用の事例を調査し、地域

の実情に合った ICT 活用に

よる除雪方法を検討しま

す。 

〈道路維持課〉 

・国土交通省では、令和 2

年度に「国土交通省インフ

ラ分野の DX(ﾃﾞｼﾞﾀﾙ･ﾄﾗﾝｽﾌｫｰ

ﾒｰｼｮﾝ)推進本部」を設置

し、i-Construction(ICT を

全面的に建設現場に導入す

る取組)を中核に、データと

デジタル技術を活用して、

業務そのものや組織、プロ

セス、文化や風土、働き方

の変革に向けた取組を進め

ており、こうした国の動向

について情報収集を実施。 

・国の DX 推進の動向を踏ま

え、令和 3 年度に地域の DX

に関する状況等について、

現状把握や情報共有を図る

ことを目的に「DX とｼｪｱﾘﾝｸﾞ

ｴｺﾉﾐｰに関する有識者会議」

を実施した。 

【評価】 

・「DXとｼｪｱﾘﾝｸﾞｴｺﾉﾐｰに関す

る有識者会議」において、国の

DX に関する動向や、地域の実

情について情報共有が図られ

た。 

 

【新プランにおける方針】 

・継続、施策 14 と統合 

・現時点での国の DX への取組

は、将来的に除雪機の自動運転

等に繋がるものであり、間口へ

の寄せ雪軽減にも関連すること

から、今後も国の実証を注視し

ていく。 

・除雪分野への DXの活用につ

いて、地域との情報共有を図り

ながら、地域実情に適した技術

活用を目指す。 
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施策 

24 

道路融雪施設

の適正管理 

【掲載コメント】 

道路融雪施設等が良好に機

能するよう、施設の長寿命

化に主眼を置いて修繕を計

画的に行います。また、道

路融雪については、最適な

熱源やその他の手法による

融雪が可能かどうかについ

ての検討を併せて行いま

す。 

更に、フロン排出抑制法を

踏まえた、道路融雪施設の

ノンフロン化についても検

討します。 

道路融雪施設等の良好な稼

働を維持し、雪国における

生活と安全安心な通行の向

上を図ります。（道路融雪

施設等修繕事業） 

〈道路維持課 雪対策室〉 

・弘前市内に存在しているフ

ロンガス冷媒のヒートポンプ

融雪施設のうち、特定フロン

を冷媒に使用している融雪設

備の一部について環境省補助

を活用して更新し、ノンフロ

ン化を実現した。 

【実績】 

 [令和 2年度]：駅前高圧 2 号 

 機器更新に係る設計委託 

 [令和 3年度]：駅前高圧 2 号 

 機器更新工事 

 [令和 4年度]：更新実績なし 

【評価】 

・環境省の補助活用により融雪

施設のノンフロン化が実現した

が、令和 4 年度以降の計画につ

いて特定財源の確保が喫緊の課

題となっている。 

 

【新プランにおける方針】 

・継続 

・融雪施設の更新により、冬道

の安心・安全やまちづくりにお

ける冬期間の歩行者の周遊性に

も影響し、ノンフロン化も果た

されることから、今後の補助財

源について検討し更新計画を検

討していく。 

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

施策 

25 
防雪柵の整備 

【掲載コメント】 

冬期における交通障害の原

因となる､吹雪による道路上

の視界不良や吹き溜まりの

防止を図り、歩行者と車両

通行の安全を確保します。 

〈道路維持課〉 

・令和 2年度に防雪柵整備

計画策定した。 

・整備に向けた財源につい

て調査中であるが、その確

保には至っていない。 

【評価】 

・計画的な整備が進まない中、

道路パトロール等により大きな

トラブルもなく経過した。 

 

【新プランにおける方針】 

・継続 

・新たな財源確保に向けた調査

を継続するとともに、降雪状況

により道路パトロール等を強化

する。 
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施策 

26 

消流雪溝の整

備 

【掲載コメント】 

消流雪溝については、多く

の整備要望が寄せられてい

ますが、水源や排出先の確

保のほか、整備後に施設が

利用されないなどの課題が

あります。 

地域の協力のもと、消流雪

溝の利用による効果的な雪

処理活動が行える地区の整

備を推進しながら、地域の

実情に合った整備を進め、

冬期における道路交通の確

保を図ります。（消流雪溝

整備事業） 

  

〈道路維持課〉 

【実績】 

 [令和 2年度]：青山二丁目

9 号線凍雪害防止工事 

 [令和 3年度]：馬屋町 2号

線 

 凍雪害防止工事詳細設計 

 [令和 4年度]：馬屋町 2号

線 

 凍雪害防止工事 

【評価】 

・整備された路線については消

流雪溝が利用され、冬期間の道

路交通の確保につながってい

る。 

 

【新プランにおける方針】 

・要望のある箇所について、現

地調査を実施し可能であれば簡

易型の消流雪溝の整備を進め

る。 

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

施策 

27 

冬期における

公共交通利用

の推進 

【掲載コメント】 

冬期の通勤・通学におい

て、送迎などの自家用車を

使用する割合が多くなり、

交通渋滞による市民生活へ

の影響が懸念されるため、

公共交通の利用を推進し、

交通渋滞の緩和と定時運行

の確保による地域公共交通

の利便性向上に取り組みま

す。 

〈地域交通課〉 

【実績】 

 [令和 2年度] 

 市職員を対象に公共交通利 

 用、徒歩出勤及び時差出勤 

 を推奨した。 

 期間:令和 3年 1 月 15 日～

2月 28日、通勤手段転換：

16 人、 

 時差出勤：213 人  

 [令和 3年度] 

 市職員に加え、官公庁及び 

 民間事業者にも協力を依頼 

 した。 

 期間：令和 4 年 1月 17 日

～2月 28 日、通勤手段転

換：73人、 

 時差出勤：221 人※市職員 

 以外 37人含む   

 [令和 4年度] 

 市職員及び協力を得た民間

事業者従業員に公共交通利

用、徒歩出勤及び時差出勤

を推奨した。 

 期間:令和 5年 1 月 16 日～

2月 28日、通勤手段転換：

26 人、 

 時差出勤：239 人※市職員

以外 70 人を含む 

  

【評価】 

・交通渋滞対策としては、時差

出勤の推進により、朝の通勤ピ

ーク時間帯の交通量の減少に一

定の効果はあったものと捉えて

いる。公共交通利用について

は、官民ともにさまざまな課題

から冬期のみの利用促進には限

界があるものと捉えている。 

 

【新プランにおける方針】 

・継続 

・公共交通利用の推進について

は、環境負荷の低減、健康増進

及び SDGs への貢献といったメ

リットを PRしつつ、冬期に限

らず通年で普及啓発に取り組

む。 
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［政策の方向性］②雪をよく知る人の経験を継承し、冬の快適なくらしを創るまち 

  ［目標］道路交通の確保 

    ［項目］雪置き場の管理 

    

  

No. 掲載取組 施策の概要 実施内容 評価／新プランにおける方針 

    

施策 

28 

新規雪置き場

配置の検討 

【掲載コメント】 

現在、市民開放型の雪置き

場は、堀越、紙漉沢と岩木

川右岸の悪戸、樋の口町に

あります。岩木川右岸の２

箇所については、河川敷内

であることから、堆雪量の

制限や消雪費用が負担とな

っています。また、豪雪時

には道路に事業所排雪の大

型ダンプや各家庭からの小

型トラックが集中し、雪置

き場周辺道路は渋滞を引き

起こし、市民生活に多大な

影響を及ぼしています。 

市内各所からの運搬排雪の

作業効率向上、周辺道路の

渋滞緩和及び雪置き場の効

果的な配置と必要性につい

て検討します。（新規雪置

き場整備検討事業） 

〈道路維持課〉 

・「令和元年度新規雪置き

場整備検討業務」において

候補地を複数選定し、整備

規模等の概略を算定して、

令和 2 年度より交付金等の

財源確保に向けた青森県と

の協議を開始した。 

・令和 3年度に新規雪置き

場について、道路事業によ

り整備が可能か青森県を通

じ国へ相談したが、道路事

業の対象外である判断が示

された。 

・令和 3年度より岩木川河

川敷の町田雪置き場につい

て、青森県との共同利用を

開始。 

・「令和 3 年度河西地区雪

置き場基本設計業務」を実

施 

・令和 4年度に岩木川河川

敷を管理する青森河川国道

事務所と、岩木川河川敷内

雪置場における堆雪量の増

加(積上げ高さ)について協

議した。 

【評価】 

・現段階で新規整備に関する

特定財源の確保が難しい状況

にある。 

 

【新プランにおける方針】 

・継続 

・新規雪置き場整備における

特定財源の確保について、国

への働きかけや情報収集を青

森県と連携しながら実施する

ほか、全国雪対策協議会等に

よる要望活動を実施してい

く。 

・青森河川国道事務所との協

議では、岩木川河川敷内にお

いて積み増しは管理上難しい

ものの、堆雪場として使用で

きる場所があれば協議に応じ

るとの回答があり、新たな雪

の搬出先について可能性を検

討する。 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

［ 政策の方向性 ］ 

道路交通の確保 雪置き場の管理 

［ 目 標 ］ ［ 主担当課名 ］ 

（道路維持課） 施策２８：新規雪置き場配置の検討 

② 雪をよく知る人の経験を継承し、冬の快適なくらしを創るまち 
 

［ 施策の展開 ］ ［ 項 目 ］ 



  

－ 資 37 － 

  

 

 

 

 

 

［政策の方向性］②雪をよく知る人の経験を継承し、冬の快適なくらしを創るまち 

  ［目標］農業生産者支援 

    ［項目］農道の確保 

      No. 掲載取組 施策の概要 実施内容 評価／新プランにおける方針 

      

施策 

29 

農道除雪の窓

口の一本化 

【掲載コメント】 

冬期閉鎖している農道及び

市道については、農業振興

のため２月下旬から農道除

雪を実施しています。ま

た、農道除雪を実施してい

ない路線については、実施

する団体へ補助を実施して

います。 

農道除雪に関する相談につ

いては、農村整備課に一本

化し、随時受付します。 

〈農村整備課〉 

・農村整備課において、農

家から除雪時期の相談を受

けている。 

【評価】 

・引き続き農村整備課において

窓口となり事業を実施する。 

 

【新プランにおける方針】 

・継続 

・市内部での横の繋がりの強化

を図る。 

      

      

      

      

      

      

      

      

施策 

30 

除雪体制の確

保 

【掲載コメント】 

地域内の幹線農道の除雪に

ついて、業者への委託方式

と町会等共同施行による除

雪と市の直営作業とを組み

合わせ、農道の除雪体制を

確保します。 

〈農村整備課〉 

・地域内の幹線農道の除雪

について、業者への委託方

式と町会等共同施行による

除雪と市の直営作業とを組

み合わせ、農道の除雪体制

を確保した。 

【実績】 

 [令和 2年度] 

 業者 11工区:除雪延長

L=52km  

 町会等 6 工区:除雪延長

L=25km 

 市直営:除雪延長 L=94km 

 [令和 3年度] 

 業者 11工区:除雪延長

L=52km 

 町会等 6 工区:除雪延長

L=25km          

 市直営:除雪延長 L=95km 

 [令和 4年度] 

 業者 11工区:除雪延長

L=52km 

 町会等 6 工区:除雪延長

L=25km          

 市直営:除雪延長 L=95km 

  

【評価】 

・現地の状況や地元の声を勘案

しながら事業を進める。 

 

【新プランにおける方針】 

・継続、施策 32 と統合 

・引き続き、現地の状況や地元

の声を反映しながら、事業を継

続する。 

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

［ 政策の方向性 ］ 

［ 目 標 ］ ［ 主担当課名 ］ 

② 雪をよく知る人の経験を継承し、冬の快適なくらしを創るまち 
 

［ 施策の展開 ］ ［ 項 目 ］ 

農業生産者支援 農道の確保 
施策２９：農道除雪の窓口の一本化 

施策３０：除雪体制の確保 
施策３１：農道等の除雪作業への支援 
施策３２：幹線農道における除雪 

（農村整備課） 

（農村整備課） 
（農村整備課） 
（農村整備課） 
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［政策の方向性］②雪をよく知る人の経験を継承し、冬の快適なくらしを創るまち 

  ［目標］農業生産者支援 

    ［項目］農道の確保 

      No. 掲載取組 施策の概要 実施内容 評価／新プランにおける方針 

      

施策 

31 

農道等の除雪

作業への支援 

【掲載コメント】 

樹園地内の農道等は冬期閉

鎖しているため、りんご樹

を雪害から守るための早期

の枝折れ防止作業、消雪作

業の促進を図る必要があり

ます。このため農業協同組

合や共同施行者が行う農道

等の除雪に対してその経費

の一部を補助します。（り

んご樹雪害対策農道等除雪

事業費補助金制度） 

〈農村整備課〉 

・りんご樹の雪害対策や剪

定作業等、園地へ行ける環

境を整え、冬期間の農作業

の進歩を図った。 

【実績】 

 [令和 2年度]：申請団体 12

団 

 体、除雪距離 43.3km、補助 

 金交付額 1,650 千円 

 [令和 3年度]：申請団体 11

団 

 体、除雪距離 40.9km、補助 

 金交付額 1,689,千円 

 [令和 4年度]：申請団体 16

団 

 体、除雪距離 50.5km、補助 

 金交付額 1,984 千円 

  

【評価】 

・令和 4年度から要望量調査を

農業ひろさき等を通して行って

おり、市民への周知強化も行う

ことができた。 

 

【新プランにおける方針】 

・継続 

・要望が絶えない事業であり、

引き続き事業を継続する。 

      

      

      

      

      

      

      

      

      

施策 

32 

幹線農道にお

ける除雪 

【掲載コメント】 

冬期は園地への道路が閉鎖

しているため、剪定、肥培

管理などの作業の遅れによ

り生産性の低下を招く恐れ

があります。このため雪害

対策作業が早期に行えるよ

う、2 月下旬から 3 月下旬に

かけて機械による農道等の

除雪を行います。 

〈農村整備課〉 

・春先の作業を支援するた

め、年１回閉塞している農

道の除雪を行う「幹線農道

除雪事業」を実施。 

【実績】 

 [令和 2年度] 

 業者 11工区 除雪延長

L=52km 

 町会等 6 工区 除雪延長

L=25km 

 [令和 3年度] 

 業者 11工区 除雪延長

L=52km 

 町会等 6 工区 除雪延長

L=25km 

 [令和 4年度] 

 業者 11工区 除雪延長

L=52km 

 町会等 6 工区 除雪延長

L=25km 

   

【評価】 

・現地の状況や地元の声を勘案

しながら事業を進める。 

 

【新プランにおける方針】 

・継続、施策 30 と統合 

・引き続き、現地の状況や地元

の声を反映しながら、事業を継

続する。 
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［政策の方向性］③迅速な対応ができる、安全安心なまち 

  ［目標］降雪・積雪への迅速な対応 

  

  

［項目］状況の把握と対策 

    No. 掲載取組 施策の概要 実施内容 評価／新プランにおける方針 

  

  

施策 

33 

広域的な関係

機関との連携 

【掲載コメント】 

集中的な降雪や記録的な豪雪

に見舞われた場合、市民生活

はもとより、地域経済活動が

停滞し大混乱を引き起こすこ

とになり、市のみならず広域

的な範囲に影響が及び深刻な

事態が発生することが想定さ

れます。 

そのような状況に陥らないよ

う、広域的な関係機関との連

携を図ります。 

〈防災課〉 

・予算化した事業はなし。 

・令和 3 年度は、暖気による

融雪被害の防止のため、防災

無線や広報車による周知のほ

か、新聞掲載、市ホームペー

ジやＳＮＳなどへの掲載、農

協への無線放送依頼、また、

県中南地域県民局との情報共

有を図るなど、広域的な連携

を図った。 

【評価】 

・農協や県など広域的な関係機

関と連携を密に図ることができ

た。 

 

【新プランにおける方針】 

・継続 

  

  

  

  

  

  

施策 

34 

迅速な情報収

集体制と市民

の安全の確保 

【掲載コメント】 

降雪が長期間続いた場合、除

排雪作業が追いつかなくな

り、市民生活や地元産業等に

大きな影響を与えるため、い

ざという時に迅速な対応を取

れるよう、緊急時に備えた仕

組みづくりを構築します。 

 

〇迅速な情報収集と連絡体制

の構築。 

〇地域防災計画に基づき、庁

内各部署との連携を強化し、

早期の応急対策を講じた雪害

拡大防止。 

〇積雪深が「弘前市地域防災

計画」に定める基準に達した

場合等には、警戒態勢又は非

常態勢を敷き、市民の安全や

道路交通の確保等に向けて速

やかな応急対策の実施。  

〈防災課〉 

・予算化した事業はなし。 

・注意報や警報発令時の態勢

確保と情報収集の伝達に努め

た。 

・令和 2 年度は「雪に関する

部長連絡会議」、令和 3年度

は「豪雪警戒対策会議」及び

「豪雪警戒本部会議」を開催

し、被害の状況と対応の状

況、今後の対応予定など、庁

内の情報共有を図る体制づく

りに努め、令和４年度は「豪

雪対策本部」を設置した。 

【評価】 

・対策、情報共有や今後の対応

状況の意思統一など庁内の体制

づくりに効果があった。また、

市長指示により一斉排雪を行

い、公共交通や道路交通など市

民生活の安全・安心を確保する

ことができた。 

 

【新プランにおける方針】 

・継続 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

施策 

35 

市民にとって

わかりやすい

情報提供の改

善 

【掲載コメント】 

道路除雪作業など雪対策に係

る情報は、広く市民へ提供す

ることが重要です。特に雪処

理活動を市民と行政の協働で

実践するために必要な情報に

ついては、迅速かつ丁寧な情

報発信となるよう取り組みま

す。 

 

〇必要となる情報について精

査し、迅速に公開できる環境

の改善。 

〇情報の提供方法と情報内容

の改善。 

〈道路維持課〉 

・雪対策に関する情報につい

ては、市のホームページ、広

報ひろさきで発信している。 

・一般除雪の実施情報につい

ては、「ひろさき便利まっ

ぷ」というサイト内の雪対策

のページで除雪車両の作業軌

跡を公開している。 

・令和 3 年度から運搬排雪作

業の進捗状況を市のホームペ

ージに掲載し、情報発信を行

った。 

・令和 4 年度は新たに雪置き

場の情報について SNS や新聞

を活用して発信した。 

【評価】 

・「ひろさき便利まっぷ】にお

いて雪対策のページはトップア

クセス数を誇り、雪対策の情報

発信という点で一定の効果を発

揮した。 

 

【新プランにおける方針】 

・継続、拡充 

・ホームページ等における情報

発信を継続しながら、雪対策に

係る各ページの拡充について検

討していく。 

・一般除雪の出動に関する情報

発信については、判断体制の見

直しも含めた検討が必要とな

る。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

［ 政策の方向性 ］ 

降雪・積雪への迅

速な対応

状況の把握 

と対策 
施策３３：広域的な関係機関との連携 
施策３４：迅速な情報収集体制と市民の安全の確保 
施策３５：市民にとってわかりやすい情報提供の改善 

（防災課） 
（防災課） 

（道路維持課） 
 

［ 目 標 ］ ［ 施策の展開 ］ ［ 主担当課名 ］ 

③ 迅速な対応ができる、安全安心なまち 

［ 項 目 ］ 
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［政策の方向性］④雪との共生を図り、くらし続けられるまち 

  ［目標］雪資源の活用 

    ［項目］雪冷熱エネルギーの活用 

    

  

No. 掲載取組 施策の概要 実施内容 評価／新プランにおける方針 

    

施策 

36 

雪冷熱エネル

ギーの活用の

検討 

【掲載コメント】 

低温貯蔵の最適な利用方法

や効果、得られる価値等を

検証するための実証研究等

を検討します。 

〈農政課〉 

・農産物の雪室低温貯蔵に

関する研究事例及び雪室利

活用の先進事例に関する情

報収集を行ったほか、既存

の倉庫を活用した実証研究

を検討した。 

【評価】 

・雪室による農作物の保存の

効果として、ジャガイモでは

糖度の上昇や食味の向上が確

認されており、雪室を活用し

てブランド化・高付加価値化

に取り組む事例も報告されて

いる一方、多くの生産者・事

業者においては、電気エネル

ギー等による冷蔵保存が一般

的に行われており、特に当市

の主要農産物であるりんごに

関しては、特殊冷蔵技術の CA

冷蔵によって、一年を通じて

良質なりんごを安定して消費

者へ供給することができ、国

内外において高い評価を受け

ている。 

また、保存にかかる労力面で

も取組拡大は難しいとの考

え。 

 

【新プランにおける方針】 

・廃止 

・その他の農作物を含め、こ

れまで生産者や関係団体から

雪室を活用した取組に対して

市へ要望がないことから、実

証研究に向けた検討は行わな

いこととする。 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

［ 政策の方向性 ］ 

雪資源の活用
雪冷熱エネルギ

ーの活用 
施策３６：雪冷熱エネルギーの活用の検討 （農政課） 

［ 目 標 ］ ［ 施策の展開 ］ ［ 主担当課名 ］ 

④ 雪との共生を図り、くらし続けられるまち 

［ 項 目 ］ 
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［政策の方向性］④雪との共生を図り、くらし続けられるまち 

  ［目標］雪資源の活用 

    ［項目］冬季観光の推進 

      No. 掲載取組 施策の概要 実施内容 評価／新プランにおける方針 

      

施策 

37 

冬季観光の推

進(弘前城雪

燈籠まつり) 

【掲載コメント】 

四大まつりの一つ「弘前城

雪燈籠まつり」は、幻想的

な雪燈籠のほか、プロジェ

クションマッピングや、弘

前雪明かり、津軽錦絵大回

廊など雪と光を組み合わせ

た多彩な催しで、冬季最大

のイベントとして定着して

います。 

夜空に雪、光を併せた取組

は、夕食・宿泊との親和性

が高く、高い経済効果が期

待できることから、民間で

実施している「冬に咲くさ

くらライトアップ」など

と、連携しながらさらなる

冬季観光の推進を図りま

す。 

〈観光課〉 

・令和 2年度は新たな取組

みとして、スカイランタン

やキャンドルアートを実施

したほか、園内各所でライ

トアップを実施し公園全体

を使用しまつりを開催し

た。 

・令和 3年度は新型コロナ

ウイルス感染症の影響によ

り中止。 

・令和 4年度は「ＨＩＲＯ

ＳＡＫＩスノーオブジェ」

やイルミネーションカマク

ラを制作し園内の見どころ

を拡充した。 

【評価】 

・雪国の宿命である雪を貴重な

観光資源として活用し、雪燈籠

制作に市民が直接参加すること

で、市が一体となって冬季観光

に寄与することができ、観光客

に対するおもてなしの機運醸成

にも繋がっている。 

 

【新プランにおける方針】 

・継続 

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

施策 

38 

魅力的な冬季

体験型観光の

推進 

【掲載コメント】 

国内外の観光客に向けて、

冬季の魅力的な観光資源の

掘り起こしとその活用を検

討するとともに、既存のコ

ンテンツの磨き上げを行

い、雪を活用したスキーな

どのテーマ・目的別観光の

促進、雪自体を観光資源と

する工夫など、これまで弱

点とされていた冬季観光を

推し進め、通年観光の実現

に向けて取り組みます。 

〈観光課〉 

・平成 29 年度より民間で実

施している「冬に咲くさく

らライトアップ」につい

て、令和 3 年度からは補助

金を支出している。 

・弘前公園周辺のイルミネ

ーションや歴史的建造物の

ライトアップ等と連携し、

実施している。 

【評価】 

・冬に咲くさくらライトアップ

は多数のメディアに取り上げら

れるなど、冬期間の新たなコン

テンツとして定着しつつあり、

誘客につながっている。 

 

【新プランにおける方針】 

・継続 

      

      

      

      

      

      

      

      

      

［ 政策の方向性 ］ 

雪資源の活用 冬季観光の推進 
施策３７：冬季観光の推進(弘前城雪燈籠まつり) 
施策３８：魅力的な冬季体験型観光の推進 

（観光課） 

（観光課） 

［ 目 標 ］ ［ 施策の展開 ］ ［ 主担当課名 ］ 

④ 雪との共生を図り、くらし続けられるまち 

［ 項 目 ］ 



 

－ 資 42 － 

 

 

 

 

 

［政策の方向性］④雪との共生を図り、くらし続けられるまち 

  ［目標］雪に親しむ 

    ［項目］雪への愛着 

      No. 掲載取組 施策の概要 実施内容 評価／新プランにおける方針 

      

施策 

39 

岩木山ウィン

ターフェステ

ィバルへの支

援 

【掲載コメント】 

スキー競技におけるジュニ

アの育成及び冬季の体力増

進を図り、スポーツ振興、

地域活性化を目指し、雪に

親しむことを目的とした大

会・イベントを開催し、ス

キー競技の底辺拡大と親子

で楽しめる空間の創出を図

ります。 

〈スポーツ振興課〉 

・岩木青少年スポーツセン

ターにて親子チューブそ

り、クロスカントリースキ

ー記録会等について開催し

た。 

[令和 2 年度] 

実施日：令和 3年 3月 14日 

入場者数：219 人 

[令和 3 年度] 

新型コロナウイルス感染症

感染拡大のため中止。 

[令和 4 年度] 

実施日：令和 5年 3月 5 日 

入場者数：3,049人（延べ）  

【評価】 

・クロスカントリースキー

記録会及び講習会の実施に

より、競技力の向上及び競

技の普及につながった。 

 

【新プランにおける方針】 

・継続 

・施策 41 と統合する。 

      

      

      

      

      

      

      

      

      

施策 

40 

スキー教室等

への支援 

【掲載コメント】 

冬季における市民のスポー

ツ振興や競技力向上並びに

体力の維持増進を図りま

す。 

〈スポーツ振興課〉 

・岩木山百沢スキー場にて

実施した市民スキー教室に

補助金を交付した。（主

催：岩木スキークラブ） 

[令和 2 年度] 

実施日:令和 2 年 12月 29日

～30 日、参加者:109 人 

[令和 3 年度] 

実施日:令和 2 年 12月 29日

～30 日、参加者:108 人 

[令和 4 年度] 

実施日:令和 4 年 12月 29日

～30 日、参加者:116 人 

・そうまロマントピアスキ

ー場にて実施したナイター

スキースクールに補助金を

交付した。（主催：そうまロ

マントピアスキークラブ） 

[令和 2 年度] 

実施日:令和 3 年 1月 6 日～

2月 27日、参加者:840 人 

[令和 3 年度] 

実施日:令和 4 年 1月 5 日～

1月 19日、参加者:229 人 

[令和 4 年度] 

実施日:令和 5 年 1月 7 日～

2月 25日、参加者:758 人 

【評価】 

・スキー教室の実施によ

り、スキー競技の普及や体

力の維持増進につながっ

た。 

 

【新プランにおける方針】 

・継続 

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

［ 政策の方向性 ］ 

［ 目 標 ］ ［ 施策の展開 ］ ［ 主担当課名 ］ 

④ 雪との共生を図り、くらし続けられるまち 

［ 項 目 ］ 

雪に親しむ 雪への愛着 
施策３９：岩木山ウィンターフェスティバルへの支援 

施策４０：スキー教室等への支援 
施策４１：冬季スポーツの普及促進と地域活性化 
施策４２：学校教育における親雪・遊雪 

 

（ｽﾎﾟｰﾂ振興課） 
（ｽﾎﾟｰﾂ振興課） 

（ｽﾎﾟｰﾂ振興課） 
（学校指導課） 



  

－ 資 43 － 

  

 

 

 

 

［政策の方向性］④雪との共生を図り、くらし続けられるまち 

  ［目標］雪に親しむ 

    ［項目］雪への愛着 

      No. 掲載取組 施策の概要 実施内容 評価／新プランにおける方針 

      

施策 

41 

冬季スポーツ

の普及促進と

地域活性化 

【掲載コメント】 

冬季は身体活動能力が減少

しやすい時期であるため、

各種イベントを通し運動習

慣の定着を図る事業を引き

続き実施し、冬季スポーツ

の普及促進を図ります。 

また、各種イベントを民間

との共同イベントあるいは

民間主導イベントへと誘導

し、さらなる発展的な拡大

を図りながら地域の活性化

を目指すとともに、学校教

育や生涯学習におけるスキ

ー教室について市内スキー

場の活用を推進し、地域振

興を図ります。 

〈スポーツ振興課〉 

・岩木山百沢スキー場にて開

催した、青森県ジュニア・ア

ルペンスキー大会について補

助金を交付した。（主催：岩

木スキークラブ） 

[令和 2 年度] 

開催日:令和 3 年 1月 23･24

日、参加者 75 人 

[令和 3 年度] 

新型コロナウイルス感染症感

染拡大のため中止。 

[令和 4 年度] 

開催日:令和 5 年 1月 21･22

日、参加者 65 人 

 

・岩木山百沢スキー場にて開

催した、岩木山選抜ジャイア

ントスラローム大会について

補助金を交付した。（主催：

岩木スキークラブ主催） 

[令和 2 年度] 

開催日:令和 3 年 3月 6･7日 

参加者:96人 

[令和 3 年度] 

新型コロナウイルス感染症感

染拡大のため中止。 

[令和 4 年度] 

開催日:令和 5 年 3月 4･5日 

参加者 91 人  

【評価】 

・当該大会の実施により、冬季

スポーツ競技の競技力向上及び

競技の普及につながった。 

 

【新プランにおける方針】 

・継続 

・施策 39 と統合する。 

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

施策 

42 

学校教育にお

ける親雪・遊

雪 

【掲載コメント】 

親雪・遊雪に関する取組を

各学校に情報提供し、実態

に応じて教科体育や生活科

等における特色ある教育課

程の編成及び実践の啓発を

図ります。 

〈学校指導課〉 

・体育科において、自然との

関わりの深い雪遊びなどの指

導については、学校や地域の

実態に応じて積極的に行うこ

ととしている。 

・生活科においては、季節の

移り変わりを生かして、生活

を工夫したり楽しくしたりで

きるようにする。 

上記内容について、学校の実

情に合わせた取組を依頼し

た。 

【評価】 

・各学校の実情に応じて、取り

組まれている。 

 

【新プランにおける方針】 

・継続 

・今後も安全指導の徹底を呼び

かけていく。 
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Ⅲ．弘前市総合計画（政策⑫雪対策） 

 



  

－ 資 45 － 

  

 

 



 

－ 資 46 － 

 

 

 



  

－ 資 47 － 

  

 

 



 

－ 資 48 － 

 

 

 



  

－ 資 49 － 

  

Ⅳ．豪雪地帯対策基本計画（概要版） 

 

 



 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


